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代
中
国
に
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け
る
幕
の
誕
生
と
展
開

西
　
澤
　
治
　
彦

は
じ
め
に

第
一
部　

古
代
中
国

　

一　

幕
の
字
の
誕
生
と
そ
の
展
開

　
　
（
１
）
幕
の
字
の
誕
生
と
そ
の
派
生
語

　
　
（
２
）
字
書
類
の
説
明
に
よ
る
字
義
の
違
い

　
　
（
３
）
経
書
及
び
史
書
に
お
け
る
幕
の
字
の
類
語
と
そ
の
頻
度

　
　
（
４
）
幕
の
設
営
に
つ
い
て

　
　
（
５
）
幕
に
関
す
る
語
彙
の
さ
ら
な
る
展
開

　

二　

幕
が
創
り
出
す
小
宇
宙

　

三　

画
像
石
に
み
え
る
幕

　

四　

鴻
門
の
会
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五　

幕
の
そ
の
後

第
二
部　

日
本
に
残
る
幕
の
習
慣

　

一　

や
ま
と
こ
と
ば
と
外
来
語
と
し
て
の
「
幕
」
と
「
帷
」
の
類
語

　

二　

や
ま
と
こ
と
ば
に
み
え
る
語
彙
、
お
よ
び
漢
語
を
介
し
た
展
開

　

三　

現
代
に
伝
わ
る
幕
の
数
々

　
　
（
１
）
斑
幕
（
青
白
幕
・
黒
白
幕
・
紅
白
幕
）

　
　
（
２
）
歌
舞
伎
で
使
わ
れ
る
幕
の
数
々

　
　
（
３
）
相
撲

　
　
（
４
）
神
社
に
お
け
る
帷
と
幕

　
　
（
５
）
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮

お
わ
り
には

じ
め
に

私
の
学
問
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
文
化
人
類
学
に
あ
り
、
中
国
古
代
史
が
専
門
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
や
漢
字
を
研
究
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
そ
ん
な
私
が
古
代
中
国
の
幕
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
食
事
文
化
の
研
究
か
ら
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
漢

代
の
画
像
石
に
は
食
生
活
に
関
わ
る
場
面
も
い
く
つ
か
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
台
所
や
食
具
、
食
材
、
さ
ら
に
は
宴
会
の
様
子
な
ど
を
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知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
宴
会
の
場
面
を
分
析
し
て
い
く
と
、
幕
の
存
在
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
と
い

う
の
も
、
今
日
の
中
国
で
は
、
野
外
に
設
営
す
る
テ
ン
ト
を
別
に
す
る
と
、
宴
会
場
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
催
し
に
お
い
て
も
幕
を
見

か
け
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
で
は
今
も
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
場
合
に
幕
を
用
い
る
し
、
神
社
仏
閣
で

は
ほ
ぼ
日
常
的
に
幕
を
掲
げ
て
お
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
幕
は
依
然
と
し
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
々
日
本
人
が
座
法
な

ど
と
も
に
中
国
古
代
の
習
慣
を
今
に
伝
え
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
二
千
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
も
我
々
は
感
覚
的
に
理
解

で
き
る
立
場
に
あ
る
。

古
代
の
幕
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く
と
、
幕
は
宴
会
を
は
じ
め
と
す
る
祭
事
の
み
な
ら
ず
、
天
子
や
王
の
外
出
、
戦
で
の
野
営
な
ど
に
お

い
て
、
重
要
な
装
置
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
字
書
や
経
書
、
史
書
な
ど
の
文
献
の
上
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
古
代
中
国
に
お
け
る
幕
に
注
目
し
、
そ
の
種
類
や
設
営
、
役
割
な
ど
を
整
理
し
、
幕
が
創
り
出
す
「
小
宇

宙
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
そ
の
後
の
展
開
と
、
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い

（
注
１
）。

こ
の
た
め
、
古
代
中

国
の
部
分
を
第
一
部
と
し
、
日
本
に
お
け
る
幕
に
関
し
て
は
、
第
二
部
と
し
て
別
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
、
二
本
立
て
と
し
た
。

第
一
部　

古
代
中
国

一　

幕
の
字
の
誕
生
と
そ
の
展
開

（
１
）
幕
の
字
の
誕
生
と
そ
の
派
生
語

古
代
中
国
に
お
け
る
幕
の
情
況
を
見
て
い
く
前
に
、
字
と
し
て
の
幕
の
誕
生
と
そ
の
類
語
の
派
生
の
情
況
を
み
て
み
た
い
。
幕
の
類
語

の
部
首
と
な
っ
て
い
る
「
巾キ

ン

」
は
象
形
文
字
で
、
一
端
を
帯
に
挟
む
よ
う
に
し
て
あ
る
布
き
れ
の
形
に
か
た
ど
り
、
手
ふ
き
の
意
を
表
し
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て
い
た
。
こ
れ
を
部
首
と
し
て
、
織
物
の
性
質
や
形
な
ど
に
関
す

る
字
が
派
生
し
て
い
っ
た
。【
図
表
１
】
は
、
年
代
順
に
経
書
と

字
書
に
見
え
る
巾
、
幕
の
類
語
（
幕

バ
ク
・
マ
ク、
帷イ

、
幄ア
ク

、
帳チ
ヨ
ウ、
幃イ

、
幔マ
ン

、

幎ベ
キ

、
幬ト
ウ

、
帟エ
キ

、
㡘レ

ン

、
幰ケ
ン

、
帖チ
ヨ
ウ）、
備
品
の
紐
（
綬ジ
ユ

）、　

屏
ビ
ヨ
ウ

風ブ

の
記

載
の
有
無
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

（
注
２
）。

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
経
書
や
字
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
最
も

古
い
字
は
帷
と
幕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
帷
」
は
「
巾
」
と
囲

む
意
の
「
隹
」
と
か
ら
な
り
、
周
囲
を
取
り
巻
く
布
の
意
味
で
あ

る
。
帷
は
『
詩
経
』
に
一
回
だ
け
出
て
き
て
、
衛
風
の
「
氓
」
に

「
漸
車
帷
裳
」
と
あ
る
。
朱
熹
は
「
漸
」
を
「
漬
」
と
解
し
、「
帷

裳
」
と
は
車
の
飾
り
で
あ
り
、
別
名
「
童
容
」
と
呼
ぶ
と
註
釈
し

て
い
る
。
呉

生
は
「
帷
裳
」
を
「
婦
人
之
車
也
」
と
し
て
い

る（
注
３
）。『

論
語
』
に
も
帷
が
一
回
だ
け
出
て
き
て
、
郷
党
に
「
非
帷

裳
必
殺
之
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
「
帷
裳
」
は
、
金
谷
氏
の
解
釈

に
よ
る
と
「〔
祭
服
・
喪
服
と
し
て
の
〕
帷い

裳し
よ
うで
な
け
れ
ば
、
必

ず
〔
裳

ス
カ
ー
トの
上
部
を
〕
せ
ま
く
縫
い
こ
む
」
と
あ
り

（
注
４
）、

身
体
の
周
囲

を
包
み
込
む
服
を
指
し
て
い
る
。

幕
の
異
体
字
は

で
、「
巾
」
と
覆
い
隠
す
意
味
の
「
莫
」
か

【図表 1】

巾 幕 帷 幄 帳 幃 幔 幎 幬 帟 㡘 幰 帖 綬 屏風

詩経（西周） ● － ● － － － － － － － － － － － －

周易（西周） － ● － － － － － － － － － － － － －

論語（春秋戦国） － － ● － － － － － － － － － － － －

春秋左伝（戦国） ● ● ● ● － ● － － ● － － － － － －

礼記（戦国） ● ● ● － － － － － ● ● － － － ● －

儀礼（戦国） ● ● ● － － － － ● － － － － － － －

周礼（戦国） ● ● ● ● － － － ● ● ● － － － ● －

爾雅（秦前漢） － － － － ○ － － － ◎ － － － － ○ －

方言（前漢） － ◎ － － － － － － － － ◎ － － － －

九就篇（前漢） － － － － ○ － － － － － ○ － － － －

説文解字（後漢） ◎ ◎ ◎ － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

釋名（後漢） － ○ ◎ ◎ ◎ － ◎ － － ○ － ◎ ○ － ◎

※経書の場合、●記載あり　　　　－記載なし
　字書の場合、◎字として収録　　○説明文に見える　　－記載なし
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ら
な
る
。
転
じ
て
、
覆
う
布
の
意
味
と
な
っ
た
。『
周
易
』
の
幕
も
出
て
く
る
の
は
一
回
だ
け
で
、「
井
」
の
上
六
に
「
井
收
勿
幕
。
有
孚

元
吉
」
と
あ
る
。
高
田
真
治
他
訳
で
は
、「
井
収み

ず
くみ
て
幕お
お

う
こ
と
な
か
れ
。
孚
あ
れ
ば
元
吉
な
り
」
と
読
み
、
誰
で
も
自
由
に
井
戸
の
水

を
汲
め
る
よ
う
に
蔽
い
な
ど
す
る
必
要
が
な
い
。
人
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
誠
意
、
井
戸
に
喩
え
れ
ば
い
く
ら
汲
み
上
げ
て
も
尽
き
ぬ
だ

け
の
水
量
が
あ
れ
ば
、
大
吉
で
あ
る
、
と
し
て
い
る

（
注
５
）。

戦
国
時
代
に
な
っ
て
、
幕
と
帷
に
加
え
、
幄
、
幃
、
幬
が
『
春
秋
左
伝
』
に
、
帟
が
『
礼
記
』
に
、
幎
が
『
儀
礼
』
に
初
め
て
見
え
る
。

前
漢
に
な
る
と
、
㡘
が
『
方
言
』
に
、
帳
が
『
爾
雅
』
や
『
九
就
篇
』
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
後
漢
に
な
っ
て
、『
説
文
解
字
』
や
『
釋

名
』
に
幰
、
帖
、
屏
風
が
見
え
、
全
て
の
類
語
が
出
揃
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
２
）
字
書
類
の
説
明
に
よ
る
字
義
の
違
い

帷
と
幕
の
ど
ち
ら
の
字
が
先
に
生
ま
れ
た
の
か
は
分
か
ら
ぬ
が
、『
詩
経
』
や
『
周
易
』
で
は
、
帷
が
車
や
身
体
の
周
り
を
覆
う
布
、

幕
が
上
側
を
覆
う
と
い
う
意
味
で
、
使
い
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い
た

（
注
６
）。

こ
の
こ
と
は
、
後
の
字
書
類
で
も
よ
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

幕
の
字
か
ら
み
て
い
き
た
い
。『
方
言
』
の
第
十
二
に
「
幕
、
覆
也
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
幕
の
字
義
は
あ
る
も
の
を
覆
う
こ
と
に

あ
り
、
転
じ
て
そ
の
布
を
も
指
し
た
。『
説
文
解
字
』
の
巻
八
の
巾
部
に
は
、「
幕
、
帷
在
上
曰
幕
、
覆
食
案
亦
曰
幕
」
と
あ
る
。
上
側
に

覆
う
帷
を
幕
と
呼
ん
だ
ほ
か
、
食
案
の
上
に
も
、
幕
を
覆
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
興
味
深
い
。
画
像
石
で
そ
れ
を
描
い
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
は
案
の
上
の
料
理
を
布
で
隠
し
、
虫
や
埃
な
ど
を
防
ぐ
為
と
思
わ
れ
る
。『
釋
名
』
の
釋
形
體
に
は
、「
膜
、

幕
也
」
と
、
釋
綵
帛
に
は
「
繭
曰
幕
也
」
と
、
釋
衣
服
に
は
「
留
幕
」
が
、
釋
床
帳
に
は
「
幕
、
幕
絡
也
、
在
表
之
稱
也
」
お
よ
び
「
小

幕
曰
帟
。
張
在
人
上
、
帟
帟
然
也
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
漢
時
代
に
お
い
て
は
、
人
体
の
皮
膚
の
膜
、
繭
、
衣
服
な
ど
で
も
「
幕
」

の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
「
小
幕
」
を
「
帟
」
と
呼
び
、人
の
上
に
覆
う
一
人
用
の
幕
に
は
別
な
字
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
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帟
は
『
説
文
解
字
』
の
巾
部
に
も
「
帟
、
在
上
曰
帟
」
と
あ
り
、
帟
は
や
は
り
〔
坐
っ
た
り
寝
て
い
る
〕
人
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

帷
の
字
に
関
し
て
は
、『
説
文
解
字
』
の
卷
七
の
木
部
に
「
櫎
、
所
以
几
器
。
一
曰
帷
屏
風
之
屬
」
と
、
卷
八
の
巾
部
に
「
㡘
、
帷
也
」

及
び
「
帷
、在
㫄
曰
帷
」
と
あ
り
、「
帷
」
の
他
に
「
㡘
」
と
い
う
字
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
屏
風
」
も
初
め
て
出
て
く
る
。「
屏
風
」
は
『
釋

名
』
の
釋
床
帳
に
も
「
屏
風
、
言
可
以
屏
障
風
也
」
と
あ
り
、
用
途
は
文
字
通
り
風
を
防
ぐ
為
の
も
の
で
あ
り
、
室
内
の
ほ
か
、
野
外
で

も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。『
釋
名
』
の
釋
床
帳
に
は
、「
帷
、
圍
也
、
所
以
自
障
圍
也
」
お
よ
び
「
床
前
帷
曰
帖
、
言
帖

帖
而
垂
也
」
と
あ
り
、
床
の
前
に
垂
直
に
覆
う
も
の
を
「
帖
」
と
呼
ん
で
い
た
。
ま
た
釋
車
に
「
容
車
、
婦
人
所
載
小
車
也
。
其
蓋
施
帷
、

所
以
隱
蔽
其
形
容
也
」
と
あ
り
、
婦
人
が
載
る
小
さ
な
車
に
も
布
で
覆
い
隠
し
た
が
、
そ
の
布
を
「
帷
」
と
呼
ん
で
い
た
。

幄
の
字
は
、『
釋
名
』
だ
け
に
出
て
く
る
。
釋
床
帳
に
「
幄
、
屋
也
、
以
帛
衣
板
施
之
、
形
如
屋
也
」
と
あ
り
、
布
で
も
っ
て
屋
の
形

状
に
な
る
よ
う
に
覆
っ
た
も
の
を
指
し
た
。

帳
の
字
に
関
し
て
は
、『
爾
雅
』
の
「
釋
訓
第
三
」
に
「
幬
謂
之
帳
」
と
見
え
る
ほ
か
、『
急
就
篇
』
に
「
蒲
蒻
藺
席
帳
帷
幢
」
と
見
え

る
。『
説
文
解
字
』
で
は
、
巻
七
木
部
に
「
楃
：
木
帳
也
」
お
よ
び
「
橦
：
帳
極
也
」
と
あ
る
ほ
か
、
卷
八
の
巾
部
に
「
幬
、
禪
帳
也
」

及
び
「
帳
、
張
也
」
と
あ
る
。『
釋
名
』
の
釋
床
帳
に
も
、「
帳
、
張
也
、
張
施
於
床
上
也
。
小
帳
曰
斗
，
形
如
覆
斗
也
」
と
あ
る
。「
帳
」

の
字
は
、
布
な
ど
を
張
る
と
い
う
動
作
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う
で
、
床
上
に
張
る
と
は
、
や
は
り
蚊
帳
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
さ
い

も
の
を
そ
の
形
状
か
ら
「
斗
」
と
呼
ん
で
い
た
。

幃
の
字
も
『
説
文
解
字
』
だ
け
に
出
て
く
る
。
卷
八
の
巾
部
に
「
幃
、
囊
也
」
と
あ
る
。

幔
の
字
は
『
説
文
解
字
』
の
卷
八
の
巾
部
に
「
幔
、
幕
也
」
お
よ
び
「
幰
、
車
幔
也
」
と
あ
り
、
車
を
覆
う
「
幔
」
を
「
幰
」
と
呼
ん

で
い
た
。『
釋
名
』
の
釋
床
帳
に
は
、「
幔
、
漫
也
、
漫
漫
、
相
連
綴
之
言
也
」
と
、
釋
船
に
は
「
帆
、
泛
也
、
隨
風
張
幔
曰
帆
、
使
舟
疾

汎
汎
然
也
」
と
あ
り
、
舟
の
帆
の
説
明
と
し
て
幔
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
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幎
の
字
は
、『
説
文
解
字
』
だ
け
に
出
て
く
る
。
卷
八
の
巾
部
に
「
幎
、幔
也
」

と
あ
る
。
幬
、
帟
、
㡘
、
幰
、
帖
に
関
し
て
は
す
で
に
上
述
し
て
い
る
の
で
繰

り
返
さ
な
い
。
綬
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

（
３
）
経
書
及
び
史
書
に
お
け
る
幕
の
字
の
類
語
と
そ
の
頻
度

つ
ぎ
に
、
経
書
の
中
か
ら
、
年
代
の
古
い
順
に
、
幕
の
字
の
種
類
と
頻
度
を

整
理
し
た
の
が
【
図
表
２
】
で
あ
る
。
集
計
し
た
の
は
、「
十
三
経
」
か
ら
『
爾

雅
』
と
「
春
秋
三
伝
」
を
除
い
た
以
下
の
九
書
で
あ
る
。

経
書
の
九
書
で
は
、
帷
が
三
十
六
回
、
幕
が
二
十
回
と
突
出
し
て
お
り
、
こ

の
点
は
後
述
す
る
『
三
国
志
』
ま
で
の
史
書
と
共
通
し
て
い
る
が
、
帳
が
一
回

も
出
て
こ
な
い
。
幃
、
幔
、
屏
風
も
出
て
こ
ず
、
幄
が
三
回
、
幎
が
三
回
と
な
っ

て
い
る
。

書
籍
ご
と
に
見
て
い
く
と
、
先
述
の
如
く
、『
周
易
』
で
は
幕
が
一
回
だ
け
、

『
詩
経
』
で
は
帷
が
一
回
だ
け
、『
尚
書
』
で
は
一
つ
も
な
い
。「
三
礼
」
と
な

る
と
、
さ
す
が
に
儀
礼
の
場
面
の
記
述
が
多
い
せ
い
か
、
幕
、
帷
の
頻
度
が
高

く
な
る
。
但
し
、
幄
は
『
周
礼
』
の
み
に
、
幎
は
『
周
礼
』
と
『
儀
礼
』
に
の

み
出
て
く
る
。
こ
れ
は
幎
が
葬
儀
と
関
わ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
論
語
』
に
は

帷
が
一
回
で
て
く
る
だ
け
で
、『
孟
子
』、『
孝
経
』
と
な
る
と
、
一
回
も
出
て

【図表 2】

幕 帷 幄 帳 幃 幔 幎 屏風 合計

詩経（西周） － 1 － － － － － － 1

周易（西周） 1 － － － － － － － 1

尚書（春秋） － － － － － － － － 0

論語（春秋戦国） － 1 － － － － － － 1

礼記（戦国） 3 20 － － － － － － 23

儀礼（戦国） 6 9 － － － － 2 － 17

周礼（戦国） 10 5 3 － － － 1 － 19

孟子（戦国） － － － － － － － － 0

孝経（戦国） － － － － － － － － 0

合計 20 36 3 0 0 0 0 0 62
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こ
な
い
。

横
の
コ
ラ
ム
の
合
計
を
見
る
と
、『
礼
記
』
の
二
三
回
、『
周
礼
』 

の
一
九
回
、『
儀
礼
』

の
一
七
回
が
突
出
し
て
い
る
。
全
体
で
は
六
十
二
回
と
な
る
。
こ
れ
は
集
計
を
す
る
前

の
予
想
を
覆
す
少
な
さ
で
、
後
述
す
る
史
書
と
比
べ
て
も
幕
の
頻
度
が
低
い
こ
と
も
注

目
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
歴
史
的
な
事
件
の
場
面
の
描
写
が
史
書
に
は
多
い
と
い
う
こ

と
が
、
こ
う
し
た
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
史
書
に
み
ら
れ
る
頻
度
を
整
理
し
た
の
が
【
図
表
３
】
で
あ
る
。
こ
ち
ら

も
年
代
順
に
、『
春
秋
左
伝
』 

か
ら 『
三
国
志
』
ま
で
の
七
書
を
扱
う

（
注
７
）。

こ
れ
ら
の
史
書
の
う
ち
、
中
で
も
頻
度
が
高
い
の
は
、「
帷
」
の
一
五
〇
回
、「
幕
」

の
一
二
二
回
、「
帳
」
の
一
〇
七
回
、「
幄
」
の
七
二
回
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で

は
、「
幃
」
が
一
〇
回
、「
幔
」
が
八
回
で
、「
幎
」
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
合
計
す
る
と
四
六
九
回
と
な
る
。
参
考
ま
で
に
『
史
記
』
か
ら
『
三
国
志
』
ま
で
の

「
席
」
と
「
牀
」
の
頻
度
も
あ
げ
て
あ
る
。「
席
」
が
合
計
で
二
二
二
回
出
て
く
る
が
、

幕
は
こ
の
倍
以
上
の
頻
度
で
あ
り
、
如
何
に
当
時
の
生
活
に
お
い
て
幕
が
重
要
な
も
の

で
あ
っ
た
か
が
推
測
さ
れ
る

（
注
８
）。

ま
た
、「
屏
風
」も
合
計
で
一
〇
回
登
場
し
て
い
る
。「
屏

風
」
は
「
牀
」
と
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
妥
当
な
頻
度
と
い
え
る
。

横
の
コ
ラ
ム
で
見
る
と
、「
春
秋
三
伝
」
は
「
三
礼
」
に
似
て
、「
幕
」「
帷
」「
幄
」

【図表 3】

幕 帷 幄 帳 幃 幔 幎 合計 屏風 牀 席

春秋左伝（前漢） 16 8 7 0 1 0 0 32 0 － －

春秋公羊傳（前漢） 0 2 0 0 0 0 0 2 0 － －

春秋穀梁傳（前漢） 1 1 0 0 0 0 0 2 0 － －

史記（前漢） 30 27 4 21 2 0 0 84 1 13 58

漢書（新後漢） 45 47 27 23 2 0 0 144 5 13 62

後漢書（南北朝） 23 55 27 38 1 3 0 147 3 30 69

三国志（西晉） 7 10 7 25 4 5 0 58 1 15 33

合計 122 150 72 107 10 8 0 469 10 71 222
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の
頻
度
が
上
が
る
が
、
回
数
的
に
は
三
二
回
と
『
春
秋
左
伝
』
が
飛
び
抜
け
て
多
い
。
こ
れ
に
は
、
記
事
の
解
明
に
力
点
を
置
い
て
い
る

「
左
氏
伝
」
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
正
史
と
な
る
と
、「
幕
」「
帷
」「
幄
」
に
加
え
て
「
帳
」
の
頻
度
も
増
え
、『
史

記
』
で
は
合
計
で
八
四
回
と
飛
躍
的
に
増
大
し
、『
漢
書
』『
後
漢
書
』
で
は
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
。
時
代
的
な
差
異
も
あ
る
が
、
や
は

り
経
書
と
比
べ
、
史
書
の
方
が
幕
が
登
場
す
る
場
面
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
幕
の
設
営
に
つ
い
て

『
周
礼
』
に
は
、
国
政
を
所
管
す
る
「
天
官
」
の
中
に
、
幕
を
司
る
「
幕
人
」
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
幕
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
含

ま
れ
て
い
る
。
則
ち
、
巻
第
六
に
、「
幕
人
掌
帷
幕
幄
帟
綬
之
事
。
凡
朝
覲
、
會
同
、
軍
旅
、
田
役
、
祭
祀
、
共
其
帷
幕
幄
帟
綬
。
大
喪
、

共
帷
幕
帟
綬
。
三
公
及
卿
大
夫
之
喪
、
共
其
帟
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

そ
の
注
に
は
、
帷
と
幕
に
関
し
て
「
在
旁
曰
帷
、
在
上
曰
幕
」「
帷
幕
皆
以
布
為
之
」
と
あ
る
ほ
か
、
幄
と
帳
に
関
し
て
は
「
四
合
象

宮
室
曰
幄
、
王
所
居
之
帳
也
」
と
あ
る
。
そ
し
て
帟
と
綬
に
関
し
て
は
「
帟
、
平
帳
也
。
綬
、
組
綬
」
と
あ
る
。
そ
の
疏
に
は
、「
云
掌

王
帷
在
幕
之
内
設
也
。
幕
則
帷
上
張
之
、
像
舎
屋
也
。
幄
、
帷
幕
之
内
設
也
。
帟
者
、
幄
幕
内
之
氶
塵
。
綬
者
、
條
也
、
以
此
條
繋
連
帷

幕
。
幕
人
此
五
者
、
王
出
宮
、
則
送
與
次
張
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
注
疏
か
ら
も
、
周
り
に
張
る
の
を
帷
と
、
上
に
覆
う
の
を
幕
と
呼

び
、
こ
れ
ら
は
布
製
で
あ
っ
た
こ
と
、
帷
と
幕
は
い
わ
ば
周
囲
と
天
井
を
覆
う
も
の
と
し
て
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

し
て
そ
の
内
側
に
宮
室
の
如
く
四
面
に
張
り
巡
ら
し
た
も
の
を
幄
と
呼
び
分
け
て
い
た
。
ま
た
、
帟
は
幄
内
で
用
い
ら
れ
た
〔
一
枚
の
〕

帳
を
指
し
、
綬
は
側
面
の
帷
と
天
井
の
幕
と
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
紐
で
あ
っ
た
。
幕
人
の
仕
事
は
、
こ
れ
ら
の
五
つ
を
管
理
し
、
王
が
宮
を

出
る
際
に
、
こ
れ
ら
を
運
び
、
野
外
で
設
営
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
機
会
は
、〔
諸
侯
と
の
〕
朝
覲
や
会
同
、
軍
旅
や
田
役
、〔
五
帝

の
〕
祭
祀
の
五
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
葬
儀
の
際
に
用
い
ら
れ
る
幕
の
種
類
も
、
身
分
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
大
喪
〔
天
子
の
葬
儀
〕
の
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場
合
は
帷
、
幕
、
帟
、
綬
の
四
つ
が
、
三
公
〔
天
子
を
補
佐
す
る
官
職
の
太
保
・
太
傅
・
太
師
〕
及
び
そ
の
下
位
の
卿
や
大
夫
の
場
合
は

〔
頭
上
を
覆
う
〕
帟
だ
け
で
あ
っ
た
。

幕
人
の
人
数
は
巻
第
一
に
よ
れ
ば
、「
幕
人
、
下
士
一
人
、
府
二
人
、
史
二
人
、
徒
四
十
人
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
責
任
者
が
一
人
、

倉
庫
係
が
二
人
、
記
録
係
が
二
人
、
実
働
部
隊
が
四
〇
人
、
合
せ
て
四
五
人
の
大
部
隊
で
あ
っ
た
。

な
お
、「
天
官
」
に
は
「
掌
舎
王
之
会
同
之
舎
」
と
あ
り
、
幕
人
の
ほ
か
に
、
王
が
会
同
す
る
際
の
舎
を
司
る
掌
舎
と
い
う
官
も
い
た
。

興
味
深
い
の
は
、「
為
帷
宮
、
設
旌
門
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
そ
の
疏
に
は
、
食
事
や
休
息
の
際
に
帷
を
張
っ
て
宮
と
為
す
場
合
、
旌

旗
を
建
て
て
門
を
表
し
た
と
あ
る
。
門
を
作
る
の
は
掌
舎
の
仕
事
で
、
幕
人
と
協
力
し
て
作
業
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
周
礼
』
に
見
え
る
「
幕
人
」
の
記
述
は
、
規
範
と
は
い
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
一
つ
は
、
疏
に
見
え
る
「
幄
、
帷

幕
之
内
設
也
」
で
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
野
外
に
お
い
て
は
帷
の
内
側
に
さ
ら
に
幄
を
張
る
と
い
う
よ
う
に
、
二
重
に
張
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
幄
が
家
屋
の
如
く
東
西
南
北
の
四
面
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
家
屋
の
外
側
で

あ
っ
て
、
帷
の
内
側
に
張
る
も
の
と
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
荒
く
丈
夫
な
布
の
帷
だ
け
で
は
中
に
居
る
人
間
に
は
快
適

で
は
な
か
ろ
う
。
ま
し
て
天
子
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
側
に
さ
ら
に
化
粧
布
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
家
屋

内
に
幕
を
張
る
習
慣
が
あ
る
日
本
人
か
ら
み
れ
ば
、
さ
ほ
ど
の
違
和
感
は
な
い
。
但
し
、「
大
喪
、
共
帷
幕
帟
綬
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、〔
天

子
と
い
え
ど
も
〕
葬
儀
の
際
は
、
内
側
の
化
粧
幕
は
張
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
外
出
に
お
い
て
帷
の
内
側
に
化

粧
幕
の
幄
を
張
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
天
子
の
身
分
だ
け
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、「
帟
者
、
幄
幕
内
之
氶
塵
」
の
「
氶
塵
」
は
塵
払
い
の
意
味
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
日
よ
け
と
し
て
の
意
味
合
い

も
あ
っ
た
ろ
う
。「
帟
」
は
先
述
の
『
説
文
解
字
』
に
も
「
小
幕
曰
帟
。
張
在
人
上
、
帟
帟
然
也
」
と
あ
る
。
小
く
と
も
「
幕
」
と
言
う
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か
ら
に
は
、
上
側
に
覆
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
張
在
人
上
」
の
「
上
」
が
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。「
帟
帟
然
也
」
と
は
、
複
数
の
人

間
が
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
上
に
帟
が
並
ん
だ
様
子
を
表
し
て
い
よ
う
。

も
う
一
つ
は
、
幕
の
設
営
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
野
外
に
設
置
す
る
帷
は
四
面
に
張
る
も
の
と
い
う
理
解
は
正
し
い
が
、「
帷
幕
」

と
合
せ
て
呼
ぶ
如
く
、
周
囲
の
帷
と
天
井
の
幕
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
野
外
に
張
る
帷
に
は
天
井
に
幕
が
張
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
考
え
て
み
れ
ば
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
周
囲
だ
け
を
覆
っ
た
の
で
は
、
高
台
か
ら
中
が
覗
け
て
し
ま
う
し
、
雨
が

降
っ
て
は
使
え
な
く
な
る
。
日
中
で
あ
れ
ば
日
差
し
も
入
る
し
、
夜
で
あ
れ
ば
、
蝋
燭
の
明
り
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
虫
も
入
っ
て
く
る
。

そ
れ
に
中
に
居
る
人
間
に
と
っ
て
も
、
見
上
げ
た
ら
空
が
見
え
る
と
い
う
の
も
ど
こ
か
間
抜
け
で
、
包
ま
れ
感
に
欠
け
る
。
こ
の
天
井
は
、

雨
が
降
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
現
代
の
テ
ン
ト
の
よ
う
に
梁
を
設
け
切
妻
屋
根
に
な
る
よ
う
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
井
が
あ
る
と
す
る
と
、
設
営
の
手
順
も
想
像
で
き
る
。
四
面
だ
け
な
ら
、
最
低
限
、
四
隅
に
支
柱
を
立
て
て
固
定
し
、
布
を
巻
け
ば

い
い
。
し
か
し
現
実
に
は
柱
ど
う
し
を
繋
ぐ
四
本
の
梁
が
な
い
と
柱
は
安
定
し
な
い
。
梁
が
あ
る
な
ら
、
天
井
に
も
〔
平
面
の
〕
幕
で
覆

う
と
い
う
発
想
は
容
易
に
生
ま
れ
よ
う
。
実
際
、
帷
は
幕
か
ら
吊
し
て
い
た
と
す
る
と
、
四
面
に
梁
が
な
い
と
、
直
線
で
き
れ
い
に
吊
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
平
面
の
幕
か
ら
、
切
妻
屋
根
に
発
展
し
て
い
く
に
は
、
東
西
の
中
央
に
長
め
の
柱
を
二
本
と
、
そ
の
上
を
結
ぶ

梁
を
加
え
る
だ
け
で
可
能
と
な
る
。
四
五
人
も
の
幕
人
が
い
た
の
だ
か
ら
、
柱
や
梁
の
数
は
も
っ
と
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
を
覆
う
幕
の
端
に
、
丈
夫
で
ほ
ど
け
に
く
く
、
美
し
い
組
紐
の
綬
で
東
西
南
北
の
四
面
に
帷
を
吊
し
て
い
け
ば
い
い
。
帷
の
内

側
に
張
る
化
粧
用
の
幄
も
、
お
そ
ら
く
天
井
の
幕
か
ら
綬
で
も
っ
て
吊
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
出
入
口
の
あ
る
東
側
だ
け
は
、
上

下
に
捲
り
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
一
枚
の
布
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
設
営
が
済
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
個
人
用

の
帟
が
設
置
さ
れ
、
全
て
の
作
業
が
終
了
す
る
。
幕
人
に
多
く
の
人
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る
理
由
が
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

ま
た
、
掌
舎
の
仕
事
と
し
て
「
為
帷
宮
、
設
旌
門
」
と
い
う
記
述
も
興
味
深
い
。
旗
で
門
を
建
て
た
の
は
、
出
入
り
口
が
あ
る
方
角
を
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明
示
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
ろ
う
。

設
営
に
関
す
る
語
彙
と
し
て
は
、
後
述
す
る
如
く
、
慢
柱
（
幕
を
張
る
柱
）、「
帳
鈎
」（
帷
を
吊
す
鈎
状
の
器
具
）、
帷
組
（
帳
に
吊
す

飾
り
紐
）
と
い
う
語
が
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
経
書
、
字
書
に
は
こ
れ
ら
の
単
語
は
出
て
こ
な
い
が
、
唯
一
、
帷
組
（
帳
に
吊
す
飾
り
紐
）

だ
け
は
、『
漢
書
』
の
「
五
行
志
下
之
上
」
に
「
解
帷
組
結
佩
之
（
帷
に
吊
さ
れ
て
い
た
紐
を
解
き
、
そ
れ
を
結
ん
で
た
す
き
に
か
け
）」

と
見
え
る

（
注
９
）。

こ
れ
が
幕
か
ら
帷
を
吊
す
綬
の
こ
と
な
の
か
、
単
な
る
飾
り
の
紐
な
の
か
は
分
か
ら
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
。

時
代
は
下
る
が
、『
史
記
』
の
「
田
叔
列
伝
」
に
、
帝
が
屋
外
に
遊
ん
だ
際
に
、
帳
殿
を
張
る
話
が
あ
る
。
即
ち
、
任
安
が
県
の
長
官

を
し
て
い
た
時
、
訪
ね
て
き
た
帝
の
為
に
野
外
に
帳
殿
を
張
っ
た
が
、
不
備
が
あ
っ
て
任
安
が
罷
免
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
幕

の
設
営
は
、
相
手
が
天
子
の
場
合
、
命
が
け
の
作
業
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
席
を
つ
か
さ
ど
る
官
を
「
尚
席
」
と
い
っ
た
が
、
尚
席
は

食
事
の
世
話
の
ほ
か
、
天
子
の
行
幸
の
際
や
軍
中
の
幕
を
司
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
井
の
幕
か
ら
帷
を
吊
す
構
造
だ
と
、
入
口
と
な
る
東
側
の
布
も
、
支
柱
と
は
繋
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
容
易
に
上
に
捲
り
上
げ
て
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
面
、
動
物
も
入
る
事
が
で
き
て
し
ま
う
。

実
際
、『
晋
書
』
の
「
五
行
志
」
に
そ
う
し
た
記
述
が
見
え
る
。
即
ち
、
恒
玄
が
楚
王
に
拝
す
べ
く
、
す
で
に
席
が
設
け
ら
れ
、
群
官

も
陪
す
る
位
置
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
犬
が
入
り
込
ん
で
恒
玄
の
席
に
つ
い
た
、
と
い
う
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（注

（
注

。

（
５
）
幕
に
関
す
る
語
彙
の
さ
ら
な
る
展
開

幕
や
帷
の
類
語
が
出
揃
う
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
組
合
せ
た
熟
語
も
多
く
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
幕
の
総
称
、
幕
の
素

材
や
器
具
、
幕
が
創
り
出
す
空
間
、
幕
の
内
外
を
示
す
語
、
門
、
幕
が
張
ら
れ
る
場
面
な
ど
の
語
彙
を
整
理
し
て
み
た
い
。
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幕
、
慢
、
帳
、
帷
、
幃
、
幄
な
ど
を
組
合
せ
た
幕
の
総
称
と
し
て
は
、
慢
帷
、
慢
幕
（
長
く
張
っ
た
幕
）
帳
幕
、
帳
慢
（
帳
と
幕
）、

帷
幄
（
帳
と
あ
げ
幕
）、
帳
帷
、
帷
慢
、
帷
帳
、
幃
幄
・
幃
帳
・
幃
幕
・
幃
慢
、
幄
帷
、
幄
帳
、
幄
幕
な
ど
が
あ
る
。

幕
の
素
材
や
器
具
を
表
す
語
彙
に
、
幕
布
（
幕
の
布
）、
慢
柱
（
幕
を
張
る
柱
）、「
帳
鈎
」（
幕
を
吊
す
鈎
状
の
器
具
）、
帷
組
（
帳
に

吊
す
飾
り
紐
）
な
ど
が
あ
る
。    

幕
を
張
り
巡
ら
し
た
空
間
と
し
て
は
、
帷
殿
・
帳
殿
・
幄
殿
・
帷
宮
（
帳
で
つ
く
っ
た
宮
殿
）、
慢
城
（
幕
を
張
っ
た
仮
の
城
）、
慢
屋
・

帷
屋
・
幄
屋
・
幄
舎
（
祭
事
の
際
に
使
う
幕
を
引
き
め
ぐ
ら
し
た
假
舎
）、
慢
省
（
仮
の
役
所
）、
慢
亭
（
幕
を
張
っ
て
作
っ
た
亭
）、
帷
房
・

帳
房
・
慢
室
・
幃
室
・
帳
室
（
幕
を
張
り
巡
ら
し
た
／
幕
で
仕
切
っ
た
部
屋
）、
帳
所
（
帳
の
あ
る
所
）、
帳
臺
（
四
方
に
帳
を
垂
ら
し
た

寝
台
）、
帷
車
・
幃
車
（
帳
を
め
ぐ
ら
し
た
車
）、
幃
屏
（
垂
れ
幕
の
仕
切
り
）、
帷
座
（
帳
を
張
り
巡
ら
し
た
座
）、
帷
席
・
幕
席
（
帳
を

張
り
巡
ら
せ
た
席
）、
帷
堂
（
殯
の
際
に
堂
の
周
り
に
幕
を
垂
れ
る
）、
帷
殯
（
殯
所
に
垂
れ
る
帳
）
な
ど
が
あ
る
。

将
軍
の
い
る
所
を
幕
営
と
い
い
、
幕
営
の
本
営
を
幕
府
と
呼
ん
だ
。
文
脈
に
よ
っ
て
は
、
帷
幄
だ
け
で
も
、
天
子
の
居
る
場
所
を
指
す

こ
と
が
あ
っ
た（

（注

（
注

。
幕
府
の
類
語
と
し
て
は
、
幕
殿
、
軍
幕
な
ど
が
あ
る
。
幕
営
の
左
右
を
幕
僚
、
幕
友
、
直
属
の
者
を
幕
下
、
幕
内
で
働

く
者
を
幕
吏
・
幕
官
・
幕
職
・
幕
員
・
幕
属
な
ど
と
呼
ん
だ
。
幕
の
設
営
に
関
す
る
職
と
し
て
は
幕
人
が
、
客
人
と
し
て
は
幕
賓
・
幕
客

な
ど
が
あ
る
。

帳
で
つ
く
っ
た
門
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
幕
門
・
慢
門
・
帷
門
・
帳
門
や
、
帷
戸
（
幕
を
垂
ら
し
て
扉
の
代
り
と
し
た
も
の
）、

帷
軒
（
帳
を
垂
れ
た
軒
）
な
ど
が
あ
る
。

幕
の
内
外
や
上
下
を
指
す
語
彙
も
多
く
、
幕
上
、
幕
下
、
幕
中
、
幕
外
、
帳
前
、
帳
後
、
帳
下
、
帳
外
、
帳
中
・
帳
裏
・
帳
内
、
帳
頂

（
帳
の
上
部
）、
帳
天
（
天
幕
の
天
井
）、
帷
前
、
帷
中
・
帷
内
、
帷
上
、
帷
下
、
幄
裏
・
幄
中
・
幄
内
、
幄
下
、
幄
後
な
ど
が
あ
る
。

名
詞
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
、
帷
牀
（
帳
と
牀
）、
幃
褥
・
帷
袵
（
帳
と
褥
）、
帷
簾
・
帷
箔
（
帳
と
す
だ
れ
）、
帷
被
（
帳
と
夜
具
）
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な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、帷
影
（
帳
の
影
）
や
、幕
に
関
わ
る
動
詞
と
し
て
、帳
飲
（
野
外
に
幕
を
張
っ

て
宴
を
開
く
）、
帳
集
（
帳
を
め
ぐ
ら
し
て
集
ま
る
）、
幄
臥
（
帳
の
中
で
横
た
わ
る
）、
幄

坐
（
帳
の
中
に
坐
る
）
な
ど
が
あ
る
。

【
図
表
４
】
は
東
晋
の
顧
愷
之
の
作
と
言
わ
れ
る
「
女
史
箴
図
」
の
一
部
で
、
図
中
の
主

人
が
寝
台
用
の
臥
牀
か
ら
降
り
る
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
。
牀
の
周
り
に
張
ら
れ
て
い
る
の

が
帳
で
あ
る
。
こ
の
組
合
せ
を
「
帷
牀
」
と
呼
ん
だ
。

二　

幕
が
創
り
出
す
小
宇
宙

幕
や
帷
は
、
そ
の
本
来
の
字
義
か
ら
し
て
、
生
ま
れ
た
当
初
は
必
ず
し
も
幕
を
張
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
内
側
を
「
神
聖
」
な
空
間
に
作

り
変
え
る
装
置
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、『
詩
経
』
や
『
周
易
』
に
出
て
く
る
例
の
如
く
、
女
性
が
乗
る
車
や
、
貴
重
な

水
源
で
あ
る
井
戸
、
身
体
な
ど
を
覆
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
幕
は
覆
い
隠
す
必
要
性
が
あ
っ
た
も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
結
果
と
し

て
、
幕
の
内
側
に
あ
る
も
の
に
何
ら
か
の
特
別
な
意
味
を
持
た
せ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

寝
台
と
し
て
の
牀
、
さ
ら
に
は
柩
や
死
者
の
顔
（「
幎
目
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
死
者
の
目
を
覆
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
と
な
る
と
、

確
か
に
布
で
覆
う
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
天
子
や
王
が
外
出
す
る
際
に
も
、
野
外
で
設
営
す
る
幕
は
宮
殿
の
代
り
で
あ
り
、
単
な
る
布
の

覆
い
で
は
な
か
っ
た
。
命
が
け
で
戦
う
戦い

く
さの
野
営
も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
幕
は
も
と
も
と
「
隠
す
べ
き
」
も
の
を
覆
う

意
味
合
い
が
あ
っ
た
が
、
世
俗
の
世
界
に
お
け
る
権
力
者
が
誕
生
す
る
に
及
ん
で
、
幕
に
新
た
な
意
味
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も

中国美術全集編集委員会編　1988
絵画編 1　原始社会至南北朝絵画　より

【図表 4】
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で
き
よ
う
。

幕
が
野
外
に
張
ら
れ
る
場
合
、
幕
の
第
一
の
役
割
は
外
界
と
の
遮
断
の
た
め
で
あ
る
が
、
屋
内
に
張
ら
れ
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
幕
に
は
第
二
の
役
割
と
し
て
、
行
事
な
ど
特
別
な
場
所
を
他
と
区
別
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。
天
子
の
行
幸
や
軍
の
本
陣
の
如
く
、
幕

の
中
に
は
入
れ
る
人
間
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、日
本
語
で
も
使
わ
れ
る
「
幕
僚
」
や
「
幕
府
」
な
ど
の
語
彙
が
派
生
し
た
。

同
様
に
、
宴
会
も
誰
も
が
招
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
日
で
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
ほ
ど
、
個
室
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
食
事
の
場

面
を
他
者
に
見
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
何
を
食
べ
て
い
る
か
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
誰
と
誰
が
会
い
、
そ
こ
で
何
を

話
し
て
い
る
か
が
外
に
も
れ
る
こ
と
を
避
け
る
為
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
『
史
記
』
の
「
田
叔
列
伝
」
に
み
え
る
任
安
が
罷
免
さ
れ
た

逸
話
は
、
お
そ
ら
く
幕
が
傾
い
た
り
、
め
く
れ
た
り
し
て
内
部
の
様
子
が
露
わ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
天
子
の
姿

な
の
で
、
こ
れ
は
罷
免
に
値
す
る
失
態
で
あ
っ
た
。

幕
を
周
囲
に
張
り
巡
ら
せ
る
際
に
は
、
四
角
形
に
張
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
東
西
南
北
の
方
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
上
座
と
下
座
の
位
置
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（注

（
注

。
現
代
の
中
国
で
は
、
上
座
は
南
北
軸
に
統
合
さ
れ
て
い
る
が
、

古
代
に
お
い
て
は
東
西
軸
も
存
在
し
た
。
尚
秉
和
は
、『
歴
代
社
会
風
俗
事
物
考
』
に
て
、
周
代
の
礼
法
で
は
客
は
東
に
向
い
て
坐
り
、

主
人
は
西
に
向
い
て
坐
っ
て
お
り
、
こ
の
礼
法
は
漢
代
に
も
引
き
継
が
れ
た
と
し
、『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
な
ど
か
ら
い
く
つ
か

の
事
例
を
挙
げ
て
い
る（

（注

（
注

。
尚
秉
和
が
多
く
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
今
日
と
違
っ
て
古
代
で
は
客
人
を
坐
ら
せ
る
際
、
南
面
よ
り

も
東
面
す
る
方
が
尊
位
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
が
為
で
あ
っ
た
。

古
代
中
国
に
お
け
る
東
西
軸
と
南
北
軸
と
の
関
係
を
詳
し
く
検
討
し
た
も
の
に
、
岡
安
勇
の
論
考
が
あ
る（

（注

（
注

。
岡
安
は
、
史
料
の
分
析
を

通
し
て
、
古
代
中
国
に
お
け
る
席
次
に
は
、
君
臣
間
の
席
次
と
、
賓
主
間
の
席
次
と
い
う
二
つ
の
体
系
が
存
在
し
た
と
す
る
。
君
臣
間
に
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お
い
て
は
、
皇
帝
や
天
子
が
南
面
し
、
臣
下
が
北
面
す
る
「
南
面
・
北
面
」
の
関
係
に
あ
っ
た
。
諸
侯
王
も
そ
の
国
内
に
お
い
て
は
皇
帝

と
同
様
に
臣
下
に
対
し
て
は
南
面
し
た
が
、
い
っ
た
ん
皇
帝
と
の
関
係
に
入
る
と
、
臣
と
し
て
北
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
君
命

を
帯
び
て
い
る
使
者
も
南
面
す
る
こ
と
が
で
き
、
君
命
を
受
け
る
側
は
君
主
に
対
す
る
の
と
同
様
、
使
者
に
対
し
て
北
面
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
公
権
力
の
介
入
し
な
い
私
的
な
場
面
で
は
、
賓
客
を
東
向
き
に
坐
ら
せ
、
接
待
す
る
主
人
が
西
面
す
る
「
東
面
・

西
面
」
の
関
係
が
存
在
し
た
。
こ
の
場
合
、
西
面
よ
り
も
東
面
が
上
位
の
席
と
な
る
。

尚
秉
和
が
あ
げ
て
い
る
例
は
、
い
ず
れ
も
客
人
を
東
面
さ
せ
て
お
り
、
君
臣
間
の
関
係
で
は
な
く
、
私
的
な
関
係
と
し
て
賓
客
を
も
て

な
し
て
い
た
。『
史
記
』
の
「
淮
陰
侯
伝
」
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
関
係
で
あ
る
が
、「
武
安
侯
伝
」
の
場
合
は
、
武
安
侯
は
本
来
な
ら
西
面

す
る
席
に
坐
る
べ
き
で
あ
っ
た
。「
南
越
伝
」
で
漢
の
使
者
を
東
向
き
に
坐
ら
せ
た
の
は
、
到
着
早
々
の
公
的
な
宴
会
で
は
な
く
、
そ
の

後
の
私
的
な
接
待
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。『
漢
書
』
の
「
蓋
寛
饒
伝
」「
楼
護
伝
」、『
後
漢
書
』
の
「
鄧
禹
伝
」「
桓
栄
伝
」
と
も
に
、

私
的
な
宴
会
で
あ
っ
た
た
め
、
客
人
を
東
面
す
る
席
に
坐
ら
せ
て
い
る
。

南
北
軸
と
東
西
軸
と
の
並
存
は
、
宋
代
以
降
、
平
座
か
ら
倚
子
座
に
移
行
し
た
後
も
、
長
ら
く
続
い
た（

（注

（
注

。
イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
テ
オ
リ
ッ

チ
が
記
録
し
た
宴
会
の
座
順
で
は
、
南
北
軸
へ
の
言
及
し
か
な
い
が
、
続
く
清
代
の
『
清
稗
類
鈔
』
や
『
清
俗
紀
聞
』
に
は
、
南
北
軸
に

加
え
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
合
に
東
西
軸
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（

（注

（
注

。

三　

画
像
石
に
み
え
る
幕

こ
こ
で
、
四
川
省
及
び
河
南
省
で
発
掘
さ
れ
た
漢
代
の
画
像
石
や
画
像
磚
か
ら
、
宴
会
場
面
な
ど
描
い
た
も
の
を
六
点
、
お
よ
び
遼
寧

省
で
発
掘
さ
れ
た
墓
室
壁
画
を
六
点
み
て
み
た
い
。

【
図
表
５
】
は
屋
内
で
の
饗
宴
の
様
子
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
室
内
な
の
で
、
帷
が
張
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
席
が
描
か
れ
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て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
案
が
一
つ
置
か
れ
、
箸
が
二
人
分
、
縦
に
置
か
れ
て
い
る
。
高
文
・

王
錦
生
は
、
髪
型
か
ら
左
右
の
二
人
が
女
性
で
、
中
央
側
の
人
物
を
も
て
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
解
釈
し
て
い
る
。
右
側
の
人
物
は
跪
の

姿
勢
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
接
待
す
る
側
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

【
図
表
６
】
で
は
幕
が
描
か
れ
て
お
り
、
飾
り
の
つ
い
た
紐
で
上
に
捲
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
方
の
二
人
は
席
の
上
に
向
か
い
合
う

よ
う
に
座
っ
て
賭
け
事
を
し
て
い
る
。
手
前
の
二
人
の
間
に
は
案
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
耳
杯
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
酒
を
飲
ん
で
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

【
図
表
７
】
は
講
義
風
景
で
、
左
側
の
一
段
高
い
座
具
に
坐
っ
て
い
る
の
が
教
師
で
、
こ
の
人
物
の
左
側
に
、
重
ね
た
席
の
上
に
坐
っ

て
い
る
の
は
従
者
か
高
弟
で
あ
ろ
う
。
教
師
の
向
い
が
親
、
右
側
に
並
ぶ
の
が
そ
の
子
供
で
あ
ろ
う
。
手
に
し
て
い
る
の
は
簡
册
。
教
師

の
頭
上
に
ひ
さ
し
の
よ
う
な
物
が
見
え
る
。
座
具
の
後
側
か
ら
板
が
上
に
伸
び
て
お
り
、
頭
上
を
覆
う
ひ
さ
し
を
支
え
る
構
造
に
な
っ
て

い
る
。
も
し
こ
れ
が
布
で
あ
る
な
ら
、
身
分
の
高
い
個
人
用
の
帟
に
相
当
し
よ
う
。
別
な
名
称
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
帟
の
構
造
の
ヒ
ン

ト
に
は
な
ろ
う
。
帟
は
屋
内
で
も
用
い
ら
れ
た
が
、
身
分
の
象
徴
だ
け
で
な
く
実
際
の
日
よ
け
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
講

義
は
屋
外
の
可
能
性
が
高
い
。

【
図
表
８
】
は
宴
会
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
四
人
が
坐
れ
る
席
と
、
そ
の
前
に
案
と
鉢
が
描
か
れ
て
い
る
。
席
の
右
端
に
太
鼓
の

よ
う
な
も
の
が
見
え
、
立
っ
て
い
る
人
物
が
打
ち
鳴
ら
し
て
お
り
、
客
人
を
も
て
な
す
楽
人
の
よ
う
で
あ
る
。
高
文
・
王
錦
生
は
、
髪
型

か
ら
左
端
の
人
物
は
女
性
で
、
隣
の
男
性
と
賭
酒
の
遊
戯
を
し
て
い
る
と
解
し
て
お
り
、
だ
と
す
る
と
客
人
と
も
と
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ

れ
は
大
き
な
宴
会
の
一
場
面
だ
け
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
幕
が
捲
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

【
図
表
９
】
は
河
南
省
密
県
打
虎
亭
で
出
土
し
た
画
象
石
で
、
左
側
が
拓
本
、
右
側
が
そ
れ
に
補
修
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
屏
風
を

背
に
牀
に
坐
っ
て
い
る
の
が
墓
主
で
、
髪
型
や
顔
つ
き
か
ら
し
て
女
性
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
前
に
几
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
器
を
乗
せ
た
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円
案
が
置
か
れ
て
い
る
。
墓
主
か
ら
見
て
左
右
の
側
に
は
席
が
敷
か
れ
、
先
に
着
い
た
客
人
が
坐
っ
て
い
る
。
左
側
の
席
に
つ
い
て
会
話

し
て
い
る
二
人
の
隣
で
は
従
者
が
鼎
や
器
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
る
。
墓
主
か
ら
み
て
左
手
に
は
、
到
着
し
た
客
が
会
場
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
衣
冠
か
ら
し
て
二
人
が
客
人
、
二
人
が
従
者
で
あ
ろ
う
。
先
頭
に
立
っ
て
い
る
従
者
は
両
手
で
杯
を
持
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
宴

会
が
始
ま
ろ
う
と
す
る
臨
場
感
溢
れ
る
場
面
で
あ
る
。
墓
主
の
向
か
い
側
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
席
の
配
置
は
明
ら
か
に
東
西
南
北
の

方
形
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
方
角
か
ら
描
い
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
西
軸
を
採
用
し
て
い
て
、
墓
主
が
下
座
に
座
っ
て
い
る

と
す
る
な
ら
、
南
側
か
ら
の
図
と
な
る
。
と
い
う
の
も
客
人
が
上
座
側
か
ら
入
る
事
は
考
え
ら
れ
ず
、
墓
主
が
下
座
に
つ
い
て
賓
客
を
接

待
す
る
図
の
可
能
性
も
あ
る
。
客
人
側
を
描
か
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
画
像
磚
で
は
あ
く
ま
で
生
前
の
墓
主
が
主
役
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
面
で
は
、
牀
の
上
に
屏
風
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
や
は
り
帷
が
飾
り
紐
で
捲
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

続
い
て
、
画
像
石
を
補
足
す
る
意
味
で
、
遼
寧
省
遼
陽
の
墓
室
壁
画
に
見
ら
れ
る
食
事
の
場
面
を
み
て
み
た
い
。
資
料
と
な
る
の
は
三

座
（【
図
表
10-

１
・
２
】、【
図
表
11-

１
・
２
・
３
】【
図
表
12
】）
の
壁
画
古
墳
で
、
後
漢
末
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
遼
陽
は
戦

国
時
代
よ
り
東
北
地
方
の
政
治
文
化
の
中
心
で
、
漢
魏
時
代
の
壁
画
古
墳
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

【
図
表
10-

１
】
は
墓
主
と
思
わ
れ
る
主
人
が
座
具
の
上
に
坐
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
雑
技
を
鑑
賞
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
座
具
に

脚
が
な
い
こ
と
か
ら
席
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
牀
の
脚
を
省
略
し
な
か
っ
た
だ
け
か
も
知
れ
な
い
。
牀
だ
と
す
る
と
、
そ
の
前
に
あ
る

の
は
几
で
、
そ
の
前
に
器
を
載
せ
た
案
が
置
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の
後
側
で
は
二
人
が
侍
り
、
前
で
は
跪
い
て
食
事
を
勧
め
る
人
物
が
描

か
れ
て
い
る
。【
図
表
10-

２
】
は
主
人
に
向
か
い
合
う
形
で
、
雑
技
を
披
露
し
て
い
る
集
団
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
た
楽
団
の
様
子
で

あ
る
。
席
の
前
に
は
円
案
が
置
か
れ
、
案
の
上
に
は
耳
杯
の
よ
う
な
器
と
箸
が
描
か
れ
て
い
る
。【
図
表
10-

２
】
の
構
図
は
【
図
表
８
】
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と
酷
似
し
て
お
り
、
画
像
石
の
場
合
も
、
主
人
な
り
主
客
に
向
き
合
う
位
置
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。【
図
表
10-

１
・
２
】
に
は
帷
が

描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
図
表
11-

１
】
は
、
夫
婦
と
思
わ
れ
る
男
女
が
食
事
を
し
て
い
る
場
面
で
、
男
性
は
牀
の
上
に
腕
組
み
し
て
座
り
、
そ
の
前
に
几
が

置
か
れ
て
い
る
。
屏
風
の
後
側
で
は
二
人
が
侍
り
、
対
面
（
壁
画
で
は
顔
が
見
え
る
よ
う
に
斜
め
に
描
か
れ
て
い
る
）
す
る
座
具
の
上
に

婦
人
が
座
り
、
そ
の
前
に
は
円
案
が
置
か
れ
、
多
く
の
食
器
が
見
え
る
。
座
具
の
脚
が
な
い
こ
と
か
ら
席
の
可
能
性
も
あ
る
。
座
具
の
前

の
几
も
略
さ
れ
、
屏
風
も
簡
素
な
こ
と
か
ら
、
男
女
の
別
が
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
婦
人
の
後
ろ
で
は
女
性
が
立
っ
て
団
扇
で
扇
い

で
い
る
。
こ
ち
ら
は
飾
り
紐
で
捲
り
上
げ
ら
れ
た
帷
が
描
か
れ
て
お
り
、
原
画
の
帷
は
朱
色
で
あ
る
と
い
う
。

【
図
表
11-

２
】
は
朱
色
の
捲
り
上
げ
ら
れ
た
帷
の
下
、
女
性
が
席
の
上
に
坐
り
、
そ
の
前
に
器
の
置
か
れ
た
円
案
が
見
え
る
。
後
ろ

で
立
っ
た
女
性
が
団
扇
を
扇
い
で
い
る
。【
図
表
12
】
も
朱
色
の
捲
り
上
げ
ら
れ
た
帷
の
下
、
主
人
が
牀
の
上
に
腕
組
み
し
て
坐
り
、
そ

の
前
に
几
と
円
案
が
置
か
れ
て
い
る
。
後
ろ
か
ら
女
性
が
団
扇
で
扇
い
で
い
る
。
屏
風
の
置
か
れ
方
が
【
図
表
10-

１
】
と
異
な
り
、
見

る
方
位
が
違
う
か
、
坐
る
位
置
が
違
う
こ
と
に
な
る
。

【
図
表
12
】
は
左
側
の
牀
の
上
に
主
人
が
座
り
、
対
面
す
る
形
で
中
央
の
牀
に
婦
人
が
坐
り
、
さ
ら
に
そ
の
右
隣
に
別
な
婦
人
が
坐
っ

て
い
る
。
主
人
の
牀
の
横
に
は
脱
い
だ
黒
い
靴
が
、
女
性
の
脱
い
だ
靴
は
紅
色
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
女
僮
が
飲
食
を
勧

め
て
い
る
。
主
人
の
牀
に
は
一
面
だ
け
だ
が
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
。
主
人
と
中
央
の
婦
人
の
壁
画
に
は
捲
り
上
げ
ら
れ
た
帷
が
見
え
る
。
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【図表 9】

安全槐・王与剛「密県打虎亭漢代画象石墓
和壁画墓」『文物』1972 年 10 期より

日比野丈夫他監修 1974『中華人民共和
国河南省碑刻画像石』共同通信社より

宴集（四川省博物館所蔵の拓本・筆者蔵）

【図表 8】

講学画像磚（高文・王錦生編 1987 年 
より）

【図表 7】

博奕・飲酒画像磚（高文・王錦生編
1987 年より）

【図表 6】

三人宴飲図（四川省博物館所蔵の拓
本・筆者蔵）

【図表 5】
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【図表10－1】【図表10－2】

【図表11－1】【図表11－2】

【図表11－3】【図表 12】

【図表 10・11・12】遼寧省遼陽市で発掘された古墳壁画

李文信「遼陽発現的三座壁画古墓」『文物参考資料』）1955 年第 5 期より
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画
像
石
お
よ
び
墓
室
壁
画
を
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
を
整
理
し
た
い
。
ま
ず
、
宴
会
が
屋
内
で
行
な
わ

れ
て
い
る
の
か
、
野
外
で
行
な
わ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。【
図
表
５
】
を
引
用
し
た
の
は
、
明
ら
か
に
屋
内
の
宴
会
を
描
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
帷
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
略
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
画
像
石
お
よ
び

墓
室
壁
画
を
み
る
と
、
帷
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
帷
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
屋
外
と
は
限
ら
な
い
。

画
像
石
の
場
合
、【
図
表
７
】
は
先
述
の
如
く
、
日
よ
け
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
屋
外
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
以

外
の
【
図
表
６
・
８
・
９
】
は
い
ず
れ
も
帷
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
屋
内
か
屋
外
か
の
決
め
手
は
な
い
。【
図
表
６
】
は
賭
博
を
し
て
い
る

の
で
、
少
な
く
と
も
宮
殿
の
堂
内
で
は
な
か
ろ
う
。【
図
表
８
】
の
宴
会
は
楽
団
を
描
い
て
い
る
こ
と
、【
図
表
９
】
も
大
が
か
り
宴
会
に

見
え
る
の
で
、
屋
外
の
可
能
性
も
あ
る
。

墓
室
壁
画
の
場
合
、
帷
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
【
図
表
11-

１
・
２
・
３
】
と
【
図
表
12
】
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
招
待
客
が
居
な
い
こ

と
か
ら
、
宴
会
と
い
う
よ
り
は
日
常
の
食
事
の
場
面
と
考
え
ら
れ
、
屋
内
の
可
能
性
が
高
い
。【
図
表
12
】
は
牀
に
上
が
る
際
に
靴
を
脱

い
で
い
る
が
、
屋
内
で
も
靴
を
履
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
屋
外
と
す
る
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
墓
室
壁
画
の
帷
が
朱
色
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
画
像
石
で
描
か
れ
て
い
る
帷
も
朱
（
紅
）
色
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
時
代
は
下
る
が
、
清
代
の
『
清
俗
紀
聞
』
に
宴
会
場
で
帷
が
張
ら
れ
て
い
る
挿
画
が
あ
り
、
原
著
の
彩
色
は
淡
い
紅

色
で
描
か
れ
て
い
る
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
（【
図
表
15
】
参
照
）、
宴
会
に
お
け
る
帷
は
古
代
か
ら
紅
系
統
の
色
で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を

出
せ
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
紅
色
と
い
う
の
は
、
幕
内
の
空
間
を
一
変
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
し
、
現
代
の
中
国
に
お
い
て
も
紅
色
は
慶
事

に
用
い
ら
れ
る
。
紅
色
に
は
、
爆
竹
の
色
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
魔
よ
け
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。
特
に
屋
外
の
場
合
に
は
、
野
生
動
物

の
侵
入
を
防
ぐ
効
果
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
『
晋
書
』
の
「
五
行
志
」
に
見
え
る
、
宴
会
の
席
に
犬
が
入
り
込
ん
だ
逸
話
で
は
帷

へ
の
言
及
が
な
い
が
、
当
然
、
四
方
に
帷
が
張
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
紅
色
だ
と
す
る
と
、
そ
の
入
り
に
く
い
は
ず
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の
帷
を
く
ぐ
り
抜
け
て
犬
が
入
り
込
ん
だ
た
め
に
、
不
吉
な
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
図
表
９
】
と
【
図
表
10-

１
】【
図
表
11-

１
・
３
】【
図
表
６
】
で
は
、
牀
の
上
に
屏
風
が
置
か
れ
て
い
る
。
朱
恵
良
に
よ
る
と
、
中

国
の
昔
の
建
築
は
後
世
ほ
ど
緊
密
に
つ
く
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
風
を
よ
け
る
屏
風
が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
国
の
屏
風
は
、
古
来
こ

の
風
よ
け
の
機
能
の
ほ
か
、
間
仕
切
り
や
、
寄
り
か
か
り
用
な
ど
の
機
能
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
昔
の
屏
風
は
一
枚
で
直
立
式
の
も

の
も
あ
れ
ば
、
牀
や
榻
に
沿
っ
て
曲
折
す
る
形
の
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
に
、
牀
と
屏
風
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
、
屏
風
は
室
内
だ
け
で
な
く
、
屋
外
の
幕
内
で
も
使
用
さ
れ
た
。

美
術
史
家
の
巫ウ

ー

鴻ホ
ン

の
指
摘
に
よ
る
と
、
漢
代
の
絵
画
で
は
三
曲
の
衝
立
な
の
に
端
の
一
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
そ
う
し
な
い
と
そ
の
衝
立
の
陰
に
座
す
る
人
物
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。【
図
表
９
】
と
【
図
表

10-

１
】【
図
表
11-

１
・３
】
で
人
物
を
取
り
囲
ん
で
い
る
衝
立
は
ま
さ
に
こ
の
例
に
あ
た
り
、
本
来
な
ら
三
面
を
覆
う
衝
立
で
あ
っ
た
。

宴
会
に
お
い
て
幕
を
張
る
こ
と
は
、
外
界
と
遮
断
し
た
空
間
を
作
り
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
東
西
南
北
の
方
位
を
明
確
に
す
る
意
味
合

い
も
あ
り
、
宴
会
場
の
帷
は
四
面
に
張
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
画
像
石
で
描
か
れ
て
い
る
帷
は
ど
れ
も
一
面
の
み
で
、
し

か
も
全
て
上
に
捲
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
巫
鴻
が
屏
風
の
例
で
指
摘
し
た
如
く
、
幕
の
内
部
を
見
せ
る
た
め
に
、
敢
え
て
捲
り
上

げ
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
出
入
り
の
為
な
ら
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
開
け
る
必
要
は
な
い
し
、
中
の
様
子
が
全
て
見
え
る
ま
で
、

目
一
杯
高
く
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
う
解
釈
す
る
根
拠
と
な
る
。
一
面
し
か
描
い
て
い
な
い
の
は
、
残
り
の
三
面
を
写
実
的
に
描
い

て
は
画
面
が
煩
雑
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
捲
り
上
げ
て
い
る
幕
は
、
人
物
の
背
後
で
は
な
く
、
手
前
側
の
幕
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
解
釈
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
幕
は
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
幕
の
中
の
宴
会
の
模
様
を
、
覗
き
見
さ
せ
て
く
れ
る
よ

う
な
臨
場
感
を
醸
し
出
す
効
果
が
あ
る
。

帷
を
捲
り
上
げ
る
に
は
、
横
に
張
っ
た
紐
や
木
材
な
ど
の
支
柱
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
屋
内
の
場
合
は
横
に
張
っ
た
紐
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で
も
支
え
と
な
る
が
、
屋
外
の
場
合
は
梁
が
不
可
欠
で
、
先
述
の
幕
の
設
営
の
と
こ
ろ
で
推
測
し
た
構
造
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
帷
を
巻
き
上
げ
る
紐
（
日
本
語
で
は
野
筋
と
言
う
）
で
あ
る
が
、
上
側
の
幕
と
帷
と
を
結
ぶ
綬
で
も
っ
て
巻
き
上
げ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
垂
れ
て
い
る
紐
の
端
が
二
本
の
も
あ
れ
ば
、
三
本
の
も
あ
り
、
ど
う
や
ら
別
の
飾
り
の
紐
の
よ
う
に
み
え
る
。【
図

表
６
】
と
な
る
と
、
日
本
の
神
社
幕
な
ど
で
も
見
受
け
ら
れ
る
「
揚あ

げ

巻ま
き

房ふ
さ

」
の
よ
う
な
飾
り
が
あ
る
。
幕
と
帷
を
繋
ぐ
構
造
上
の
部
品
で

あ
る
綬
は
、
む
し
ろ
見
せ
な
い
方
が
う
ま
い
設
営
と
い
え
よ
う
。

こ
の
構
造
を
考
え
る
と
、
画
像
石
や
墓
室
壁
画
で
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
面
の
帷
だ
け
で
な
く
、
天
井
を
覆
う
幕
も
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
源
氏
物
語
絵
巻
で
も
天
井
を
省
略
す
る
な
ど
、
同
様
の
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
画
像
石
の

場
合
は
、
上
か
ら
俯
瞰
す
る
と
い
う
よ
り
は
横
側
か
ら
の
構
図
が
多
い
の
で
、
そ
も
そ
も
天
井
の
幕
ま
で
描
く
こ
と
は
な
い
が
、
天
井
に

も
幕
が
あ
る
と
想
像
し
な
が
ら
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四　

鴻
門
の
会

こ
こ
で
、
古
代
に
お
け
る
野
外
に
お
け
る
宴
会
の
例
と
し
て
『
史
記
』
の
「
項
羽
本
紀
」
に
み
え
る
、
鴻こ

う

門も
ん

の
会
を
見
て
み
た
い
。
こ

の
場
面
で
帷
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
、
沛
公
の
救
助
に
向
っ
た
樊は

ん

噲か
い

の
動
作
と
し
て
「
披
帷
西
嚮
立
、
瞋
目
視
項
王
」
と
あ
る
中
の
「
帷
」

の
一
文
字
だ
け
で
あ
る
。
以
下
、
軍
門
や
帷
と
の
関
係
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
言
葉
を
補
っ
て
あ
ら
す
じ
を
訳
し
て
み
た
い
。

場
面
は
、
反
旗
を
翻
し
た
と
誤
解
さ
れ
た
沛は

い

公こ
う

（
後
の
劉
邦
）
が
、
鴻
門
（
陝
西
省
）
に
出
か
け
て
、
項
羽
に
謝
罪
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
。
謝
罪
さ
れ
た
項
羽
は
沛
公
を
と
ど
め
て
直
ち
に
酒
宴
を
開
い
た
。
項
羽
と
彼
の
叔
父
の
項
伯
が
東
に
向
か
っ
て
坐
り
、
項
羽
の

策
士
で
あ
る
范
増
が
南
に
向
か
っ
て
坐
っ
た
。
沛
公
は
北
に
向
か
っ
て
坐
り
、
沛
公
の
部
下
の
張
良
が
西
に
向
か
っ
て
侍
坐
し
た（

（注

（
注

。

范
増
は
し
ば
し
ば
項
羽
に
目
配
せ
し
て
沛
公
を
殺
す
決
意
を
促
し
た
が
、
項
羽
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
范
増
は
〔
席
を
〕
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立
っ
て
〔
宴
会
場
の
四
方
を
囲
っ
て
い
る
帷
の
〕
外
に
出
て
、
項
荘
（
項
羽
の
従
弟
）
を
召
し
よ
せ
て
、〔
帷
の
中
に
〕
入
っ
て
剣
舞
に

か
こ
つ
け
て
沛
公
を
殺
害
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
項
荘
が
〔
帷
の
中
に
〕
入
っ
て
剣
を
抜
い
て
舞
う
と
、
項
伯
も
剣
を
抜
い
て
舞
い
、
身

を
挺
し
て
沛
公
を
か
ば
っ
た
。
そ
こ
で
張
良
が
〔
帷
の
外
に
出
て
〕
軍
門
の
所
ま
で
行
き
、
樊
噲
を
見
つ
け
出
し
て
情
況
を
伝
え
た
。
沛

公
の
身
の
危
険
を
知
っ
た
樊
噲
は
、
剣
を
帯
び
盾
を
か
か
え
て
軍
門
に
入
ろ
う
と
し
た
。
阻
止
し
よ
う
と
す
る
衛
士
を
倒
し
て
遂
に
〔
軍

中
に
〕
に
入
り
、〔
さ
ら
に
進
ん
で
、
宴
会
場
の
入
り
口
で
あ
る
東
側
の
〕
帷
を
〔
係
の
者
を
無
視
し
て
〕
開
い
て
〔
中
に
入
り
〕
西
に

向
か
っ
て
立
ち
、
項
王
を
に
ら
み
つ
け
た
。
項
王
も
剣
に
手
を
か
け
て
〔
上
体
を
起
こ
し
て
〕
跪
の
姿
勢
に
な
り
、
誰
何
す
る
。
沛
公
の

部
下
と
知
る
と
、
項
王
は
、
身
を
挺
し
て
沛
公
を
救
い
に
来
た
彼
を
壮
士
と
も
て
な
し
、
酒
を
振
る
舞
う
。
樊
噲
は
、
跪
い
て
拝
を
し
て

受
け
取
り
、
ま
た
立
ち
あ
が
っ
て
こ
れ
を
飲
ん
だ
。
続
い
て
生
肉
の
塊
を
与
え
ら
れ
る
と
、
盾
を
地
面
に
置
い
て
そ
の
上
に
肉
を
置
き
、

剣
を
抜
い
て
こ
れ
を
切
っ
て
食
ら
っ
た
。
そ
し
て
手
柄
を
た
て
た
沛
公
に
賞
賜
を
与
え
ぬ
項
羽
を
責
め
た
。
項
羽
は
こ
れ
に
答
え
ず
、「
ま

あ
、
坐
れ
」
と
促
し
、
樊
噲
は
〔
帷
の
入
口
か
ら
前
に
進
み
出
て
〕
張
良
が
坐
っ
て
い
る
席
の
隣
に
坐
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
沛
公
が
厠

に
向
か
う
べ
く
席
を
立
ち
、
樊
噲
を
呼
ん
で
共
に
〔
帷
の
〕
外
に
出
た
。
樊
噲
に
促
さ
れ
た
沛
公
は
そ
の
ま
ま
〔
帷
内
に
戻
る
こ
と
な
く

軍
門
を
出
て
〕
立
ち
去
り
、
張
良
を
〔
帷
内
に
〕
と
ど
ま
ら
せ
て
項
王
に
挨
拶
を
さ
せ
る
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
軍
中
と
宴
会
場
の
関

係
、
登
場
人
物
の
座
順
を
図
示
し
た
も
の
が
【
図
表
13
】
で
あ
る
。

范
増
が
呼
び
寄
せ
た
項
荘
は
、
宴
会
の
場
を
囲
ん
で
い
た
幕
の
外
に
い
た
が
、
部
下
で
あ
る
の
で
軍
中
、
即
ち
軍
門
の
内
側
に
い
た
。

従
っ
て
す
ぐ
に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
樊
噲
は
部
下
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
衛
士
が
入
り
口
を
守
っ
て
い
る
軍
門
の
外
に

い
た
。
そ
こ
に
は
複
数
の
人
が
い
た
は
ず
で
、
軍
門
ま
で
行
っ
た
張
良
は
、
樊
噲
を
目
で
捜
し
て
近
く
に
来
さ
せ
、
小
声
で
中
の
様
子
を

伝
え
た
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
が
宴
会
場
に
入
る
た
め
に
は
、
軍
門
を
突
破
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
宴
会
場
の
帷
を
開
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
帳
の
入
り
口
に
は
、『
周
礼
』
に
見
え
る
旌
門
の
如
く
、
旌
旗
を
立
て
て
出
入
り
口
の
印
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
「
幕
を
開
い
て
西
に
向
か
っ
て
立
ち
、
項
王
を
に
ら
み
つ
け
た
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
宴
会
場
の
入
り
口
が
東
側
に
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
今
日
で
も
上
座
が
入
り
口
か
ら
一
番
遠
い
席
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

な
お
、「
披
帷
」
の
「
披
」
は
手
で
開
く
意
味
、「
帷
」
は
字
義
と
し
て
は
周
囲
を
覆
う
帷
と
も
と
れ
る
し
、
一
面
を
覆
う
帷
と
も
と
れ

る
。
周
囲
を
覆
う
字
義
の
「
幄
」
で
は
な
く
、
一
面
を
覆
う
布
の
意
味
で
「
帷
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
東
側
に
張
る
帷
の
み
、

出
入
り
の
た
め
に
他
の
三
面
と
は
異
な
る
構
造
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
入
り
口
の
帷
の
場
合
、
出
入
り
の
際
は
左

右
に
開
く
の
で
は
な
く
、
帷
を
上
に
繰
り
上
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
か
つ
て
日
本
で
も
使
わ
れ
て
い
た
蚊
帳
の
中
に
入
る
際
に
も
、

そ
う
し
て
入
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
解
釈
す
る
と
、
続
く
「
西
嚮
立
」
の
「
立
」
も
、
か
が
み
な
が
ら
帷
を
上
げ
て
中
に
入
り
、
す
ぐ

さ
ま
立
ち
上
が
っ
た
、
と
い
う
動
作
に
な
る
。
こ
れ
は
戦
闘
態
勢
に
入
り
、
相
手
を
威
嚇
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
様
に
項
羽
も
跪
い
て

臨
戦
態
勢
に
入
る
。
但
し
、
立
ち
上
が
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
樊
噲
と
も
ま
だ
距
離
が
あ
っ
た
し
、
慌
て
る
姿
を
さ
ら
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
帳
の
入
り
口
に
は
、
帳
を
上
げ
下
げ
す
る
係
の
者
が
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
急
を
要
し
て
い
た
樊
噲
は
、
係
の

者
を
押
し
の
け
、
自
ら
の
手
で
帳
を
一
気
に
ま
く
り
上
げ
て
中
に
入
っ
た
。
通
常
の
客
人
で
は
な
い
入
り
方
に
、
項
王
も
剣
に
手
を
か
け

て
跪
の
姿
勢
に
な
っ
て
誰
何
し
た
訳
で
あ
る
。

〔
項
羽
の
指
示
で
従
者
に
〕
酒
を
振
る
舞
わ
れ
た
樊
噲
は
、
一
旦
、
臨
戦
態
勢
を
解
除
し
、
跪
拝
を
し
て
酒
を
受
け
と
っ
た
。
酒
を
賜
っ

た
ら
、
酒
樽
の
所
ま
で
膝
行
し
、
跪
拝
を
し
て
受
け
る
の
が
当
時
の
礼
で
あ
り
、
樊
噲
も
そ
れ
ぐ
ら
い
は
わ
き
ま
え
て
い
た
。
そ
れ
に
跪
拝

の
礼
を
し
て
い
る
人
間
が
切
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
酒
を
受
け
と
る
と
す
ぐ
さ
ま
立
ち
上
が
り
、
再
び
臨
戦
態

勢
に
戻
っ
て
立
っ
た
ま
ま
酒
を
飲
ん
だ
。
肉
の
塊
も
、
立
っ
た
ま
ま
食
ら
っ
た
。
盾
を
地
面
に
置
い
た
の
は
戦
闘
の
部
分
的
放
棄
の
意
思
表

示
と
同
時
に
、
剣
を
抜
い
た
の
は
生
肉
の
切
れ
味
を
見
せ
つ
け
る
意
味
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
終
的
に
項
羽
が
樊
噲
を
宴
会
の
席
に
坐
ら

せ
た
の
は
、
彼
を
客
人
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
坐
っ
た
樊
噲
も
戦
闘
放
棄
の
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
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坐
っ
た
姿
勢
が
危
険
な
の
は
、
范
増
が
外
に
出
て
項
荘
に
沛
公
を
殺
害
す
る
よ
う
に
命
じ
た
言
葉
が
「
剣
舞
に
か
こ
つ
け
て
坐
っ
て
い

る
沛
公
を
襲
い
、
殺
せ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

宴
会
に
お
い
て
剣
舞
を
披
露
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
っ
た
よ
う
で
、
成
都
で
出
土
し
た
後
漢
晩
期
の
画
像
磚
に
、
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
（【
図
表
14
】
参
照
）。
複
数
の
人
間
が
剣
舞
な
ど
を
披
露
す
る
か
ら
に
は
、
鴻
門
の
会
の
会
場
も
一
定
の
広
さ
が
あ
っ
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。
そ
し
て
真
ん
中
に
は
酒
樽
が
置
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
画
像
磚
に
は
松
明
を
も
っ
て
い
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
宴
会
は
夜
に
も
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
鴻
門
の
会
は
沛
公
が
早
朝
に
訪
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
る
い
間
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
軍
中
ゆ
え
、
楽
団
な
ど
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

左
上
に
描
か
れ
て
い
る
二
人
が
墓
主
で
あ
る
夫
婦
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
夫
婦
に
対
し
て
供
応
し
て
い
る
生
前
の
姿
を
描
い
た

も
の
。
左
下
に
描
か
れ
て
い
る
楽
団
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
、
４
人
が
演
舞
し
て
い
る
。
手
前
右
側
で
長
い
布
を
な
び
か
せ
な
が
ら
舞
っ
て

い
る
の
は
髪
型
か
ら
し
て
女
性
で
あ
ろ
う
。
そ
の
左
側
は
男
性
で
松
明
を
振
り
回
し
て
い
る
。
奥
の
右
側
は
剣
を
振
り
回
し
、
そ
の
左
側

は
複
数
の
玉
を
投
げ
て
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
披
露
し
て
い
る
。
中
央
の
置
か
れ
て
い
る
大
小
二
つ
の
鼎
の
よ
う
な
も
の
は
、
杓
が
差
し
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
酒
樽
で
あ
ろ
う
。
席
か
ら
離
れ
た
位
置
に
二
つ
の
案
が
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
通
常
の
配
置
と
は
や
や
異
な
っ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
夫
婦
に
加
え
、
楽
団
と
舞
っ
て
い
る
人
間
全
て
を
画
面
に
入
れ
る
こ
と
を
優
先
し
、
必
ず
し
も
写
実
的
に
は
描
い
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
規
模
か
ら
し
て
こ
の
宴
会
は
野
外
と
考
え
ら
れ
る
が
、
煩
雑
に
な
る
た
め
、
幕
の
描
写
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

鴻
門
の
会
の
席
次
に
関
し
て
は
、
黎
虎
も
『
漢
唐
飲
食
文
化
史
』
の
な
か
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
即
ち
、
項
羽
と
彼
の
叔
父
の
項
伯
が

座
っ
た
東
面
す
る
西
の
席
は
上
座
で
あ
り
、
そ
の
次
の
席
が
南
面
す
る
北
の
席
で
、
范
増
が
こ
こ
に
座
っ
た
。
そ
の
次
が
北
面
す
る
南
の

席
で
、
こ
こ
に
客
人
で
あ
る
沛
公
の
席
が
あ
て
が
わ
れ
た
。
つ
ま
り
項
羽
の
眼
中
に
は
、
客
人
で
あ
る
沛
公
の
地
位
は
謀
士
で
あ
る
范
増
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よ
り
も
低
い
と
映
っ
た
こ
と
に
な
る
。
最
下
位
の
席
が
西
面
す
る
東
の
席
で
、
沛
公
の
部
下
で
あ
る
張
良
が
あ
て
が
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
鴻
門
の
宴
に
お
け
る
席
順
は
主
客
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
項
羽
の
自
尊
心
の
大
き
さ
と
、
沛
公
や
張
良
に
対
す
る
侮
蔑
を
表
し
て

い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
場
面
に
対
し
て
、
岡
安
も
先
の
論
文
の
中
で
言
及
し
、
席
次
や
そ
の
意
味
に
関
し
て
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
項
羽

は
鴻
門
の
会
の
時
点
で
は
ま
だ
項
王
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
楚
の
懐
王
の
も
と
の
将
軍
で
あ
っ
た
か
ら
、
項
羽
に
「
臣
」
と
称
し
て
い
た

沛
公
に
対
し
て
「
南
面
・
北
面
」
の
君
臣
間
の
席
次
で
臨
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
項
羽
は
会
見
の
場
で
は
賓
主

間
の
席
次
に
よ
っ
て
自
ら
上
座
の
東
面
の
席
に
つ
き
、
部
将
の
范
増
も
南
面
の
席
に
つ
く
こ
と
で
、
沛
公
に
優
位
を
示
し
た
と
し
て
い
る
。

な
お
、
沛
公
に
他
者
と
「
同
席
」
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
一
つ
の
「
席
」
を
あ
て
が
っ
た
（
こ
れ
を
「
絶
席
」
と
言
う
）
こ
と
は
、
そ
れ
な

り
の
敬
意
を
表
し
た
と
も
と
れ
る
が
、
真
意
は
部
下
と
引
き
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
殺
害
し
や
す
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
項
羽
は
沛
公
を
殺
さ
な
か
っ
た
の
か
。
殺
そ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
で
き
る
と
思
い
、展
開
を
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

沛
公
が
武
装
し
た
樊
噲
と
と
も
に
帷
の
外
に
出
て
厠
に
行
く
こ
と
は
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
旦
、
帷
の
外
に
出
て
し

ま
わ
れ
て
は
、
項
羽
と
し
て
も
沛
公
の
姿
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
項
羽
が
沛
公
を
上
座
で
あ
る
西
側
の
席
に
坐
ら
せ
て
い
れ
ば
、

帷
の
外
に
出
る
に
は
、
項
羽
の
目
の
前
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
で
阻
止
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
沛
公
や
、
武
装
し
た
樊
噲
を
帷
の

出
入
り
口
側
に
坐
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
仇
と
な
っ
た
。
や
は
り
項
羽
の
傲
慢
さ
が
、
み
す
み
す
沛
公
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
っ

て
し
ま
っ
た
、
と
解
釈
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
が
天
下
を
分
け
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
鴻
門
の
会
を
評
し
て
、「
一
宴
定
天
下
」

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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軍門

東

衛士

旌門

（樊噲）

范増

沛公

張良
（樊噲）

項羽
項伯

樊噲
沛公

范増
張良

旌旗

（項荘）

（厠）

北

西

南

【図表 13】鴻門の会での座順

宴会における剣舞
（四川省博物館所蔵の拓本・筆者蔵）

【図表 14】
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五　

幕
の
そ
の
後

幕
は
、
続
く
時
代
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
。
本
稿
は
古
代
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
こ
と
に
つ
い
て
も
簡
単
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
南
朝
の
宋
に
著
さ
れ
た
『
世
説
新
語
』（「
文
学
」
巻
上
之
下
）
に
、
殷
中
軍
が
都
〔
建
康
〕
に
や
っ
て
来
た
時
に
、

王
丞
相
が
仲
間
を
集
め
て
深
夜
ま
で
清
談
を
行
う
話
が
あ
り
、「
丞
相
自
起
解
帳
」（
王
丞
相
は
自
ら
身
を
起
こ
し
な
が
ら
帳
を
開
き
）
と

い
う
表
現
が
あ
る
。「
自
ら
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
普
段
は
開
閉
を
行
う
使
用
人
が
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。「
起
」
は
し
ゃ
が
ん
だ
姿

勢
か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
、「
解
」
に
は
「
分
割
し
て
開
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
帳
を
上
下
に
開
い
て
中
に
入
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

幕
が
野
外
に
張
ら
れ
る
例
は
、『
水
滸
伝
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
第
八
二
回
に
、「
宋
江
は
自
ら
金
珠
一
盆
を
捧
げ
持
ち
、
宿
大
尉
の

幕
次
（
幕
の
書
面
語
）
の
中
に
入
っ
て
、
再
拝
し
て
献
上
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
野
外
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
る
例
は
、
清
代
に
な
っ
て

も
、
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
中
国
を
訪
問
し
た
際
の
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
九
三
年
、
乾
隆
帝
に
謁
見
す
べ
く
宮
廷
に
向
っ
た

使
節
団
は
、
皇
帝
が
到
着
す
る
ま
で
の
一
時
間
、
テ
ン
ト
で
控
え
て
い
た
、
と
あ
る（

（注

（
注

。

少
な
く
と
も
清
朝
ま
で
の
間
、
野
外
に
張
ら
れ
る
帷
宮
や
兵
舎
と
し
て
の
幕
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

一
七
八
〇
年
に
乾
隆
帝
の
七
〇
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
万
寿
節
が
熱
河
（
現
承
徳
）
で
開
か
れ
た
際
、
チ
ベ
ッ
ト
の
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
三
世

を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
多
く
の
使
者
が
祝
賀
に
か
け
つ
け
た
。
朝
鮮
使
節
団
も
同
様
で
、
そ
の
行
程
を
記
録
し
た
朴
跡
源
の
『
熱
河
日
記
』

に
、
熱
河
の
宮
城
を
散
策
し
て
い
る
と
、
西
北
の
川
沿
い
に
「
白
幕
が
数
千
帳
も
設
け
て
あ
っ
た
。
み
な
モ
ン
ゴ
ル
の
守
備
兵
で
あ
る
」

と
い
う
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。

室
内
で
の
宴
会
に
お
け
る
幕
の
使
用
の
例
と
し
て
は
、『
清
俗
紀
聞
』
の
挿
画
が
あ
る
（【
図
表
15
】
参
照
）。
こ
れ
は
聞
き
書
き
で
書

い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
実
物
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る（

（注

（
注

。
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こ
れ
は
幕
が
室
内
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
色
が
朱
色
で
あ
っ
た
点
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
使
わ
れ
方

に
も
差
別
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
幕
の
描
か
れ
て
い
る
は
上
客
の
宴
会
で
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
会
食
を
描
い
た

も
の
で
は
、
幕
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
判
断
し
て
、
古
代
に
お
い
て
も
、
屋
内
の
場
合
、
幕
を
張
っ
た
宴
会
の
方
が
よ
り
フ
ォ
ー

マ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
、軍
な
ど
が
野
外
に
張
る
「
帳
篷
」（
テ
ン
ト
）
を
除
い
て
は
、中
国
で
か
つ
て
の
よ
う
な
帷
を
見
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ

た
。
宴
会
の
場
面
を
は
じ
め
と
し
て
、
屋
内
や
屋
外
、
あ
る
い
は
戸
口
な
ど
に
帷
を
張
る
と
い
う
習
慣
も
徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
皇
帝
制
度
を
廃
し
た
民
国
期
以
降
、
帷
宮
を
設
営
す
る
機
会
も
な
く
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

「
聖
な
る
空
間
」を
包
む
も
の
と
し
て
の
帷
の
味
合
い
も
薄
れ
、使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
、と
い
う
仮
説
が
成
り
立
と
う
。
こ
れ
は
ち
ょ

う
ど
民
国
期
に
な
っ
て
跪
拝
が
廃
止
さ
れ
た
の
と
よ
く
似
て
い
る
。

但
し
、
跪
拝
の
姿
勢
は
神
前
な
ど
聖
な
る
部
分
で
維
持
さ
れ
て
い
る
し
、
少
な
く
と
も
廟
や
祠
堂
な
ど
に
お
い
て
は
、
神
像
を
遮
る
意

味
で
、
幕
が
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
私
自
身
の
華
東
地
区
で
の
調
査
で
目
に
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
華
南
の
宗
族
村
に
詳
し
い
瀬
川

昌
久
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
香
港
新
界
や
広
東
省
、
福
建
省
の
農
村
部
に
お
い
て
、
廟
や
祠
堂
な
ど
で
幕
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
何
度

も
目
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
例
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

【
図
表
16
】
は
香
港
新
界
の
河
上
郷
の
洪
聖
廟
の
写
真
で
、
祭
壇
の
と
こ
ろ
に
、
神
像
を
覆
う
よ
う
に
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に

は
、
金
色
で
「
萬
戸
霑
恩
」（
万
戸
に
恩
を
潤
す
）
と
書
か
れ
た
朱
色
の
横
幕
が
見
え
る
。
こ
の
横
幕
と
、「
ハ
」
の
字
に
広
げ
ら
れ
た
後

ろ
側
の
幕
と
の
間
に
は
、
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
空
間
が
あ
る
。
横
幕
の
下
に
は
、
紐
飾
り
（
古
代
中
国
で
は
こ
れ
を
綬
、
帷
組
と
呼
ん
だ
）

が
付
い
て
い
る
。
こ
の
横
幕
の
上
に
も
、
金
色
で
「
洪
聖
大
王
」
と
書
か
れ
た
朱
色
の
横
幕
が
見
え
、
こ
れ
に
も
紐
飾
り
が
付
い
て
い
る
。

幕
の
手
前
に
は
提
灯
が
左
右
に
吊
さ
れ
て
い
る
。
春
節
時
で
あ
っ
た
た
め
、
手
前
の
台
の
上
に
豚
の
丸
焼
き
の
お
供
え
物
が
見
え
る
。
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【図表 16】香港新界の河上郷の洪聖廟

　「吉
きつ

期
き

鼓
こ

楽
がく

待
まつ

客
きゃく

」は、婚礼の日のもてなしを描い
たもの。原書の彩色画では、張られている幕の色
が右側が淡い黄色、左側が淡い朱色と異なる。上
座と下座で色を使い分けていたのか、単なる彩色
の誤りなのかは不明（中川忠英一七九九（寛政
一一年）『清俗紀聞』六冊 一三巻　内閣文庫、現国
立公文書館所蔵　刊本（手彩色・献上本））。

【図表 15】『清俗紀聞』の幕 【
図
表
17
】
は
、
客
家
の
円
楼
で
有
名
な
福
建
永
定
県
古
竹
村
の
順
天
聖
母
（
福
建
で
ロ
ー
カ
ル
に
祭
ら
れ
て
い
る
流
水
夫
人
の
別
名
）

廟
の
写
真
で
、
こ
こ
で
も
神
像
を
覆
う
よ
う
に
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
手
前
に
は
金
色
で
「
順
天
聖
母
」
と
書
か
れ
た
横
幕
が
見
え

る
。
こ
こ
で
も
提
灯
が
左
右
に
吊
さ
れ
て
い
る
。
二
重
に
な
っ
て
い
る
幕
の
構
造
や
、
色
合
い
、
意
匠
と
も
、【
図
表
16
】
と
同
じ
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
華
南
一
帯
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
形
式
が
い
つ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
華

南
以
外
で
も
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
枚
は
一
九
八
〇
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
布
地
の

経
年
変
化
の
具
合
か
ら
み
て
、
数
十
年
は
経
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
祭
壇
で
は
焼
香
す
る
た
め
、
室
内
は
幕
も
含
め
て
汚
れ
や
す
く
な

る
。
現
在
は
、
お
そ
ら
く
新
し
い
幕
に
取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【図表 17】
福建永定県古竹村
の順天聖母廟

（瀬川昌久氏撮影）



71

幕の小宇宙―古代中国における幕の誕生と展開　西澤　治彦

第
二
部　

日
本
に
残
る
幕
の
習
慣

日
本
に
伝
わ
っ
た
幕
や
帷
の
詳
細
な
歴
史
の
再
構
成
は
本
稿
の
範
囲
を
超
え
る
が
、
古
代
中
国
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
、
そ
の
概
略
を

整
理
し
て
お
き
た
い
。
私
は
日
本
語
学
や
日
本
文
化
史
が
専
門
で
は
な
い
の
で
、
以
下
の
整
理
は
あ
く
ま
で
今
後
の
研
究
の
た
め
の
問
題

提
起
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

一　

や
ま
と
こ
と
ば
と
外
来
語
と
し
て
の
「
幕
」
と
「
帷
」
の
類
語

中
国
か
ら
「
幕
」
や
「
帷
」
と
い
っ
た
漢
字
が
入
っ
て
く
る
以
前
か
ら
、
や
ま
と
こ
と
ば
と
し
て
は
、「
と
ば
り
」（
止
波
利
、
戸
張
り
）

の
ほ
か
、「
か
い
し
ろ
」（
垣
代
）、「
か
た
び
ら
」（
片
枚
・
帷
子
）、
ひ
き
も
の
（
引
き
物
）
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た

と
こ
ろ
へ
、外
来
語
と
し
て
の
「
幕
」
や
、巾は

ば

へ
ん
を
部
首
と
す
る
「
帷
」「
帷
」「
帳
」「
幔
」「
幃
」「
幄
」「
幌
」「
帖
」「
幬
」「
㡘
」「
幰
」

な
ど
の
漢
字
が
入
っ
て
き
た
。

「
ま
く
」
と
言
う
と
や
ま
と
こ
と
ば
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
マ
ク
（
呉
音
）、
バ
ク
（
漢
音
）
と
も
「
幕
」
と
い
う
字
の
音
読
み
で
あ

る
。｢

幕｣

を
「
と
ば
り
」
と
訓
読
み
し
な
か
っ
た
の
は
、
漢
語
の
「
帷
」
が
車
や
身
体
の
周
り
を
覆
う
布
、「
幕
」
が
上
側
を
覆
う
と
い

う
意
味
で
、
使
い
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
と
ば
り
」
に
は
、
上
側
を
被
う
と
い
う
意
味

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

『
岩
波 

国
語
辞
典
』
で
は
「
幕
」
の
意
味
を
、（
１
）（
ア
）
し
き
り
。
お
お
い
。
装
飾
に
す
る
広
く
長
い
布
。
と
ば
り
。
た
れ
ぎ
ぬ
。「
幕

を
張
る
」「
紅
白
の
幕
」「
慢ま

ん

幕ま
く

」「
天
幕
」「
帷い

幕ば
く

」「
幕
内
」「
弾
幕
」「
除
幕
式
」、（
イ
）
芝
居
の
演
技
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
間
、
舞

台
の
前
に
た
ら
す
布
。「
幕
が
あ
く
」「
幕
を
お
ろ
す
」「
幕
に
す
る
（
終
り
に
す
る
）」「
開
幕
」「
揚あ

げ

幕ま
く

」「
暗
幕
」、（
ウ
）
芝
居
の
一
段
落
。
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幕
が
あ
い
て
か
ら
、
お
り
る
ま
で
。「
二
幕
目
」「
一
幕
物
」、（
エ
）
場
面
。
場
合
。「
お
前
の
出
る
幕
じ
ゃ
な
い
」。（
２
）「
バ
ク
」
と
読

む
。（
ア
）
将
軍
が
謀

は
か
り
ご
とを
め
ぐ
ら
す
と
こ
ろ
。
軍
政
を
行
な
う
と
こ
ろ
。「
幕
営
」「
幕
府
」「
幕
下
」「
幕
僚
」、（
イ
）「
幕
府
」
特
に
「
徳

川
幕
府
」
の
略
。「
幕
政
」「
幕
臣
」「
幕
吏
」「
幕
使
」「
幕
命
」「
幕
議
」「
幕
末
」「
佐
幕
」「
倒
幕
」「
倒
幕
」「
旧
幕
」、
と
し
て
い
る
。

上
述
以
外
の
熟
語
と
し
て
は
、
内
幕
・
煙
幕
・
銀
幕
・
黒
幕
・
字
幕
・
序
幕
・
終
幕
・
陣
幕
・
入

に
ゆ
う

幕ば
く

・
平
幕
・
閉
幕
な
ど
が
あ
る
。
な

お
、「
幕ま

く
の
う
ち内」「
平ひ
ら

幕ま
く

」「
入
に
ゆ
う

幕ま
く

」
は
、
相
撲
の
力
士
の
位
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
中
国
語
の
「
幕ム
ー

」
も
、
相
撲
の
力
士
の
位
と
徳
川
幕

府
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
日
本
語
で
使
う
「
幕
」
と
同
じ
で
あ
り
、「
幕
」
と
い
う
字
音
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
入
っ
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
但
し
、
呉
音
の
「
ま
く
」
が
（
１
）
の
布
を
意
味
し
、
漢
音
の
「
ば
く
」
が
（
２
）
の
謀
を
め
ぐ
ら
す
場
所
と
、
使
い
分
け

て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
お
そ
ら
く
（
１
）
の
布
が
本
来
の
意
味
で
、（
２
）
の
意
味
は
後
に
派
生
し
た
意
味
で
あ
り
、
そ
の
時
間
差
が

呉
音
と
漢
音
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、「
幄あ

く

」「
帷い

」「
幃い

」「
帟え
き

」「
帳ち
よ
う」「
帖ち
よ
う」「
幬と
う

」「
幎べ
き

」「
幔ま
ん

」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
読
み
の
ほ
か
、「
と
ば
り
」
と
訓
読
み
し

て
い
る
。「
幌こ

う

」
は
「
ほ
ろ
」
と
訓
読
み
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
応
す
る
や
ま
と
こ
と
ば
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
㡘
（
レ
ン
）、
幰

（
ケ
ン
）
と
な
る
と
音
読
み
だ
け
で
あ
る
（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
）。

白
川
静
の
『
字
訓
』
に
よ
れ
ば
、「
と
ば
り
」
の
字
義
は
、
室
の
中
や
外
部
と
の
境
に
張
り
垂
ら
し
て
隔
て
と
し
、
区
切
り
と
す
る
も

の
と
あ
る
。
寝
所
や
高た

か

御み

座く
ら

に
も
こ
れ
を
垂
れ
て
用
い
る
。『
孝
徳
紀
』
大
化
二
年
に
葬
礼
の
際
に
、
帷
か
た
び
ら

帳か
い
し
ろに
白
布
を
用
い
た
こ
と
が

み
え
る
。
仮
名
書
き
の
例
が
な
く
、『
新
撰
字
鏡
』
に
「
幌　

窗
簾
な
り
、
止と

波ば

利り

」
と
、『
和
名
抄
』
に
「
幌
止と

波ば

利り

。
帷
幔
な
り
。
帳

今
案
ず
る
に
、
帳
の
属
に
几
帳
の
名
あ
り
。
張
る
な
り
。
床
上
に
施
し
張
る
な
り
。
子
帳
を
斗
と
曰
ふ
。
俗
に
斗
帳
と
云
う
、
一
に
屏
風

帳
と
云
う
。
形
覆
斗
の
如
き
な
り
」
と
、『
催
馬
楽
』
に
「
我わ

家い
へ

は
止と

波ば

利り

帳ち
や
うも
垂
れ
た
る
を
」
と
あ
る
。『
大
言
海
』
な
ど
は
「
戸
張
り
」

の
意
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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「
幕
」
と
「
帷
」
の
字
が
入
っ
て
き
た
当
初
は
、
日
本
で
も
字
義
の
使
い
分
け
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
や
が
て
仕
切
り
と
な
る

布
を
指
す
場
合
、
両
者
の
境
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
将
軍
が
謀
を
す
る
場
所
と
し
て
の
「
幕
」
は
、
バ
ク

と
読
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
と
ば
り
」
と
融
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、「
幕ば

く

」
が
も
と
も
と
屋
外
の
戦
場
に
設
置
さ
れ

た
簡
易
の
テ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
と
ば
り
」
は
室
内
で
用
い
ら
れ
た
装
飾
品
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

物
の
上
側
を
被
う
布
と
い
う
「
幕
」
の
本
来
の
字
義
は
、
日
本
語
の
「
天
幕
」（
屋
根
の
あ
る
布
製
の
テ
ン
ト
）
と
い
う
語
彙
に
そ
の

痕
跡
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
和
製
漢
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
語
で
「
天

テ
ィ
エ
ン
ム
ー
幕
」
と
言
う
と
、
天
空
の
意
味
の
ほ
か
、
舞
台
後
方

に
掛
け
る
天
空
の
効
果
を
高
め
る
大
き
な
幕
を
意
味
す
る
。
テ
ン
ト
の
場
合
は
「
帳ジ

ヤ
ン
ペ
ン篷」
と
言
う
。

そ
し
て
、
日
本
で
は
い
つ
の
時
代
か
ら
か
、
布
を
横
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
構
造
の
も
の
を
「
幕
」
と
、
布
を
縦
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
構

造
の
も
の
を
「
幔
」
と
呼
び
分
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
布
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
際
に
異
な
る
色
を
交
互

に
用
い
た
の
を
「
斑は

ん

幔ま
ん

」（
斑
は
ま
だ
ら
の
意
味
）
と
呼
ん
だ
。

二　

や
ま
と
こ
と
ば
に
み
え
る
語
彙
、
お
よ
び
漢
語
を
介
し
た
展
開

以
下
、
か
い
し
ろ
（
垣
代
）、
か
べ
し
ろ
（
壁
代
）、
か
た
び
ら
（
帷
子
）、
ひ
き
も
の
（
引
き
物
）、
き
ち
ょ
う
（
几
帳
）、
き
ぬ
が
き
（
絹

垣
）、
あ
や
が
き
（
綾
垣
）、
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
（
行
障
）、
ぜ
じ
ょ
う
（
軟
障
）、
と
ち
ょ
う
（
斗
帳
）
と
い
っ
た
や
ま
と
こ
と
ば
の
類
語
が

指
す
物
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

か
い
し
ろ
（
垣
代
）
は
、「
か
き
し
ろ
」
が
音
変
化
し
た
も
の
。
垣
の
代
わ
り
と
し
て
用
い
る
幕
で
、
帷
（
と
ば
り
）
を
隔
て
と
し
て

用
い
る
と
き
の
呼
び
名
。
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か
べ
し
ろ
（
壁
代
）
は
、
壁
の
代
わ
り
の
物
の
意
で
、
平
安
時
代
の
公
家
調
度
で
屏へ
い

障し
よ
う

具ぐ

の
一
種
。
寝
殿
造
の
母も

屋や

と
廂ひ
さ
しの
境
に
長な
げ

押し

よ
り
垂
ら
し
た
。
表
お
も
て

面
（
即
ち
外
側
）
に
御み

簾す

を
か
け
、
そ
の
す
ぐ
裏
（
即
ち
室
内
側
）
に
か
け
て
、
人
目
を
遮
る
た
め
や
寒
さ
を
防

ぐ
目
的
に
用
い
た
。
冬
は
練
っ
た
白ひ

ら
ぎ
ぬ

平
絹
か
白し
ろ

綾あ
や

、
夏
は
生
の
白
平
絹
か
白
綾
に
朽く
ち

木き

型
を
摺す

り
（
こ
れ
を
朽
木
模
様
と
い
う
。
木
が
腐

食
し
て
木
目
が
浮
き
上
が
っ
た
状
態
を
図
案
化
し
た
も
の
で
、
冬
の
調
度
に
つ
け
る
の
を
原
則
と
し
た
）、
そ
れ
ぞ
れ
季
節
に
合
っ
た
裏

を
つ
け
る
。
五い

つ

幅の

か
七
幅の

で
製
し
、
各
幅
の
中
央
に
幅の

筋す
じ

（
野
筋
と
も
書
く
）
と
よ
ぶ
幅
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平
絹
の
絎く

け
紐
を

つ
け
て
垂
ら
す
。
壁
代
を
巻
き
上
げ
る
と
き
は
木こ

端は

と
い
っ
て
、
薄
い
板
を
芯
に
し
て
い
っ
し
ょ
に
巻
き
上
げ
、
幅
筋
で
結
ん
だ
（『
日

本
大
百
科
全
書
』
ほ
か
）。
か
べ
し
ろ
に
は
、
他
に
「
壁
下
地
」（
壁
土
を
塗
る
と
き
の
竹
製
の
骨
組
み
）
の
意
味
も
あ
っ
た
。

壁
代
は
現
在
で
も
神
社
な
ど
の
内
装
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
別
名
、
帳
壁
代
、
帷
壁
代
と
も
い
う
。
こ
の
場
合
は
御
簾
と
の
セ
ッ
ト
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
壁
代
は
神
前
結
婚
式
の
際
な
ど
は
周
囲
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、
外
祭
用
に
野
外
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

【
図
表
18
】【
図
表
19
】
と
も
御み

簾す

の
室
内
側
に
朽
木
模
様
の
壁
代
が
垂
ら
さ
れ
て
い
る
。
御
簾
だ
け
を
巻
き
上
げ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

両
方
、
一
緒
に
巻
き
上
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。【
図
表
18
】
に
は
几
帳
も
見
え
る
。

か
た
び
ら
（
片
枚
・
帷
子
）
は
、
袷あ

わ
せの
片か
た

枚ひ
ら

の
意
で
、
裏
を
つ
け
な
い
ひ
と
え
も
の
の
衣
服
の
総
称
の
ほ
か
、
几
帳
や
帳
な
ど
に
用
い

て
垂
ら
す
絹
を
指
し
た
。
夏
は
生す

ず
し絹
、
冬
は
練
り
絹
を
用
い
た
。

ひ
き
も
の
（
引
き
物
）
は
、
引
き
出
物
の
意
味
の
ほ
か
、
壁
代
や
帳
な
ど
布
を
引
い
て
仕
切
り
と
す
る
も
の
を
指
し
た
。

き
ち
ょ
う
（
几
帳
）
は
几
（
お
し
ま
ず
き
）
に
懸
け
た
帳
（
と
ば
り
）
の
意
で
、
平
安
時
代
の
公
家
調
度
で
室
内
で
用
い
る
屏
障
具
の

一
種
。
Ｔ
字
形
の
几
に
か
た
び
ら
（
帷
）
を
か
け
て
垂
ら
し
、
貴
人
の
座
側
に
立
て
る
か
、
御み

簾す

の
面
に
沿
っ
て
置
い
て
、
目
隠
し
や
風

よ
け
、
あ
る
い
は
間
仕
切
り
と
し
て
用
い
た
。
男
女
が
対
面
す
る
時
は
間
に
几
帳
を
置
い
た
。
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几
は
黒
漆
塗
り
で
、
土つ
ち

居い

と
よ
ぶ
台
に
二
本
の
棒
を
立
て
、
手
と
よ
ぶ
横
棒
を
支
え
る
。
こ
の
几
に
蒔
絵
を
施
し
た
華
麗
な
も
の
も
あ

る
。
幅の

と
い
う
か
た
び
ら
を
垂
ら
し
て
途
中
ま
で
縫
い
合
わ
せ
る
。
高
さ
は
四
尺
と
三
尺
の
二
種
が
あ
る
。
前
者
は
五い
つ

幅の

、
後
者
は
四よ

幅の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
幅の

の
中
央
に
幅の

筋す
じ

と
よ
ぶ
絎く

け
紐
を
つ
け
て
垂
ら
し
、
上
部
に
白
左
右
撚よ

り
の
紐
を
差
し
通
し
、
芯
棒
を
差
し
入
れ
、
各

幅の

上
部
に
釣
り
紐
を
つ
け
る
。
地
質
は
、
冬
が
練ね
り

、
夏
が
生き

で
、
表
地
に
白
平
絹
か
白
綾
、
裏
地
に
白
平
絹
、
野
筋
地
に
濃
紅
か
黒
の
平

絹
を
用
い
る
。
特
に
錦
、
綾
な
ど
を
用
い
た
も
の
を
美
麗
几
帳
と
い
う
。

幅の

の
中
間
に
は
物
見
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
ほ
こ
ろ
び
」
と
い
い
、
こ
こ
か
ら
中
を
覗
く
こ
と
も
で
き
た
。
小
形
の
も
の
に

枕
几
帳
、
差
几
帳
（
貴
婦
人
が
外
出
時
に
顔
を
隠
す
）
の
類
が
あ
る
。
几
帳
は
現
在
で
も
、
宮
中
や
神
社
の
祭
祀
行
事
の
際
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
（『
日
本
大
百
科
全
書
』
ほ
か
よ
り
）。

「
几
帳
」
は
「
几
」
も
「
帳
」
も
漢
字
の
音
読
で
あ
る
が
、こ
れ
は
古
代
漢
語
に
は
な
く
、平
安
時
代
の
日
本
人
が
作
っ
た
「
和
製
漢
語
」

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
強
い
て
漢
語
に
訳
す
と
「
幔
帳
」「
圍
屏
」
と
な
る
。

【
図
表
20
】
は
几
帳
の
裏
表
、【
図
表
21
】
は
裏
面
か
ら
見
た
几
帳
各
部
の
名
称
を
示
し
た
も
の
。【
図
表
22
】
で
は
、
開
放
し
た
蔀
（
格

子
）
の
内
側
に
御み

簾す

が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
側
に
高
さ
四
尺
の
几
帳
が
一
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
垂
ら
し
た
裾
と
幅の

筋す
じ

は
こ
の

よ
う
に
御
簾
の
外
側
に
出
し
た
。
御
簾
が
あ
れ
ば
、
外
か
ら
中
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
几
帳
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
遮
断

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
絵
で
は
、
中
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
に
、
御
簾
は
実
際
よ
り
も
弱
め
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
几
帳
上
側

の
隙
間
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
に
室
内
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、中
の
女
性
ら
を
覗
き
見
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
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関根正直 1925『増補宮殿調度図解』
より

【図表 20】

『デジタル大辞泉』より

【図表 21】

関根正直 1925『増補宮殿調度図解』
より

【図表 18】

『精選版 日本国語大辞典』「壁代」より

【図表 19】�

『春日権現験記絵』より

【図表 22】
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福山敏男編 1978『新修日本絵巻物全集 24　年中行事
絵巻』角川書店

【図表 25】

『絵巻で楽しむ源氏物語』より

【図表 23】�

岐阜市長良天神　唐箕屋本店

【図表 24】

高御座は天皇が、御帳台は皇后が立つが、御帳台という名前の如く、両者には八角形の
天蓋があり、八面に帳が張られている。平安貴族が用いた几帳は使われなくなったもの
の、高御座と御帳台は奈良時代から続く儀式として、今生天皇の「即位礼正殿の儀」で
も用いられた。台座の上に「御倚子」が見える。（『皇室の至宝』6 御物 障屏・調度 I 毎
日新聞社 より）

【図表 26】天皇の即位式の際に用いられる高御座と御帳台
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【
図
表
23
】
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
作
の
源
氏
物
語
絵
巻
。
雪
の
降
る
夕
暮
れ
、
御
簾
を
巻
き
上
げ
さ
せ
、
紫
の
上
と
共
に
庭
を
眺
め

て
い
る
。
御
簾
を
巻
き
上
げ
る
時
は
絵
の
如
く
内
側
か
ら
巻
い
た
。
な
お
、
冬
の
場
面
な
の
で
御
簾
の
室
内
側
に
壁
代
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
が
、
絵
と
し
て
は
す
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
御
簾
と
一
緒
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
よ
う
に
は
描
い
て
い
な
い
。
人
物
は
几
帳
の
裏
面
側
に

坐
っ
た
の
で
そ
の
裏
側
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
前
側
に
は
屏
風
も
見
え
る
。【
図
表
24
】
は
現
在
も
生
産
、
販
売
さ
れ
て
い
る
几
帳
の
展

示
品
の
写
真
で
あ
る
。

几
帳
は
、
固
定
さ
れ
た
か
べ
し
ろ
（
壁
代
）
に
対
し
、
移
動
可
能
な
間
仕
切
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
大
き
さ
や
重
さ
に
制
限
が
あ

り
、
四
尺
の
も
の
で
も
、
人
が
立
つ
と
内
側
（
中
か
ら
は
外
側
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
幅の

の
中
間
に
は
物
見
の
為
の
「
ほ

MIHO MUSEUM（滋賀県甲賀市信楽
町）HP より

【図表 27】

福山敏男編 1978『新修日本絵巻物全集 24　
年中行事絵巻』角川書店より

【図表 28】
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こ
ろ
び
」
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
内
側
（
中
か
ら
は
外
側
）
を
覗
く
こ
と
も
で
き
た
。
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
な
く
、
覗
こ
う
と
思
え
ば
覗

け
る
が
、
覗
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
暗
黙
の
了
解
と
し
て
作
ら
れ
た
「
大
人
の
」
間
仕
切
り
で
あ
る
。

き
ぬ
が
き
（
絹
垣
）
は
絹
の
と
ば
り
を
意
味
す
る
。
神
祭
な
ど
の
時
に
、
垣
の
よ
う
に
巡
ら
し
て
囲
う
も
の
。『
古
事
記
』（
七
一
二
）

中
に
「
亦
其
の
山
の
上
に
、
絁き

ぬ

垣が
き

を
張
り
帷
幕
を
立
て
て
」
と
見
え
る
。
別
に
、
き
ん
が
い
（
絹
垣
・
錦
蓋
）
と
も
言
う
。『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』（
八
〇
四
）
に
「
人
垣
立
て
、
衣
垣
曳
て
」
と
見
え
る
（『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）。

あ
や
が
き
（
綾
垣
）
は
布ふ

帛は
く

（
木
綿
と
絹
）
で
作
っ
た
と
ば
り
。
き
ぬ
が
き
同
様
、殿
内
、室
内
の
へ
だ
て
に
し
た
。『
古
事
記
』
の
上
・

歌
謡
に
「
阿あ

夜や

加か

岐き

の
ふ
は
や
が
下
に
」
と
見
え
る
（『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）。

ぎ
ょ
う
し
ょ
う
（
行
障
）
は
歩
行
時
に
用
い
る
障
蔽
具
で
、
天
皇
や
、
遷
宮
の
際
の
神
祇
の
臨
幸
路
に
、
露
顕
を
は
ば
か
っ
て
、
そ
の

前
後
左
右
を
隠
す
た
め
に
用
い
る
白
布
の
帳
。
横
木
に
白
布
を
た
ら
し
、
柄
を
つ
け
て
従
者
が
持
ち
歩
い
た
。「
こ
う
ぞ
う
」
と
も
読
む

ほ
か
、
類
語
に
「
歩ぶ

陣じ
ん

」 

、「
歩
帳
」
な
ど
が
あ
る
。『
左
経
記
』
類
聚
雑
例
・
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
五
月
一
九
日
に
「
次
行
障
、〈
以

帛
絹
縫
之
、
長
各
五
尺
余
五
幅
、
蔵
人
所
雑
色
以
下
十
六
人
、
着
当
色
持
之
、
御
輿
左
右
各
五
人
、
前
後
各
三
人
〉」
と
見
え
る
（『
精
選

版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
）。

ぜ
じ
ょ
う
（
軟
障
）
は
軟
ら
か
い
障
子
の
意
で
、
屛
風
な
ど
と
違
っ
て
骨
が
な
く
、
袷あ

わ
せの
絹
綾
製
で
あ
る
た
め
軟
障
と
い
っ
た
。
装
飾

性
の
高
い
壁
代
の
一
種
で
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
宮
殿
や
貴
族
の
邸
宅
で
宴
や
伎
楽
の
際
に
、
簾
の
内
側
に
掛
け
て
目

隠
し
に
し
た
り
、
部
屋
と
部
屋
の
間
の
間
仕
切
り
代
わ
り
と
し
て
使
用
し
た
。
装
飾
品
で
あ
る
が
故
に
、
壁
代
の
如
く
巻
き
上
げ
る
こ
と

を
前
提
に
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
壁
代
や
几
帳
の
幅の

の
中
間
に
あ
る
「
ほ
こ
ろ
び
」
が
な
く
、
中
を
覗
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
形
は
幔
幕
に
似
て
お
り
、
六
、七
条
の
帛は

く

を
縦
に
縫
い
つ
な
げ
、
四
周
に
幅
広
の
紫
の
縁
を
巡
ら
し
、
上
に
乳ち

を
付
け
て
こ
こ
に
綱

を
通
し
て
張
る
。
壁
代
と
違
い
、
表
に
は
高
松
を
中
心
に
四
季
の
樹
木
を
配
し
た
唐
絵
を
描
く
の
が
普
通
で
、
こ
れ
を
「
高
松
の
軟
障
」
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と
い
っ
た
が
、
嵯
峨
野
の
鷹
狩
を
描
く
や
ま
と
絵
も
あ
っ
た
。『
源
氏
物
語
』「
須
磨
」
に
「
い
と
お
ろ
そ
か
に
、
せ
し
ゃ
う
許
を
引
き
め

ぐ
ら
し
て
」、「
藤
裏
葉
」
に
「
道
の
ほ
ど
の
そ
り
橋
・
渡
殿
に
は
、
錦
を
敷
き
、
あ
ら
は
な
る
べ
き
所
に
は
、
せ
ん
し
ゃ
う
を
ひ
き
」
と

あ
る
。（『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』『
日
本
大
百
科
全
書
』『
世
界
大
百
科
事
典
』
よ
り
）。 

軟
障
は
古
代
漢
語
で
は
な
く
、「
几
帳
」
同
様
に
、
日
本
人
が
つ
く
っ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。「
軟
」
を
「
ナ
ン
（
ネ
ン
が
正
音
）」
と
読

む
の
は
呉
音
、「
ゼ
ン
」
と
読
む
の
は
漢
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漢
音
が
入
っ
て
き
た
時
代
に
「
軟
障
」
と
い
う
字
を
当
て
、
そ
の
漢
音

の
「
ぜ
ん
じ
ょ
う
」
か
ら
「
ん
」
の
字
が
消
え
て
「
ぜ
じ
ょ
う
」
と
な
っ
た
。「
ぜ
ん
し
ょ
う
」「
せ
ん
し
ょ
う
」「
せ
し
ょ
う
」
と
も
読
む
。

漢
音
よ
り
古
い
呉
音
で
「
な
ん
し
ょ
う
」
と
も
読
む
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
漢
音
が
定
着
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
軟
弱
」
の

如
く
、「
軟
」
の
つ
く
熟
語
は
ほ
と
ん
ど
が
呉
音
で
読
み
、
漢
音
の
「
ゼ
ン
」
と
読
む
の
は
「
軟
障
」
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

【
図
表
25
】
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
巻
五
「
内
宴
」
に
描
か
れ
る
綾

り
よ
う

綺き

殿で
ん

の
軟
障
。
左
側
の
部
屋
に
か
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
高
松
の

軟
障
」。
右
の
部
屋
に
は
斑
模
様
の
「
幔
」
が
み
え
る
。

み
ち
よ
う
（
御
帳
）
は
「
浜
床
」
と
呼
ば
れ
る
帳
台
（
方
一
丈
、
高
さ
一
～
二
尺
ほ
ど
の
台
）
の
上
に
、
高
さ
七
尺
ほ
ど
の
柱
を
立
て

て
天
井
を
組
み
、
そ
こ
か
ら
布
を
垂
ら
し
て
帳
台
を
囲
む
布
の
こ
と
。
寝
殿
造
の
母
屋
の
中
央
に
南
面
し
て
設
け
、
建
物
内
で
個
室
の
よ

う
に
し
て
使
わ
れ
た
。
帳
台
と
御
帳
を
合
わ
せ
て
御
帳
台
と
も
呼
ぶ
。
御
帳
は
別
に
「
と
ち
ょ
う
（
斗
帳
）」
と
も
い
う
。
斗ま

す

を
ひ
っ
く

り
返
し
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
で
こ
う
い
う
。
先
述
し
た
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
「
床
上
に
施
し
張
る
子
帳
を
斗
と
曰
ふ
。
俗
に
斗

帳
と
い
い
、
別
に
屏
風
帳
と
い
う
」
は
、
こ
の
御
帳
を
指
す
。

と
ち
よ
う
（
斗
帳
）
が
指
す
物
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
御み

帳ち
よ
うの
俗
称
、
も
う
一
つ
は
神
仏
を
安
置
し
た
厨ず

子し

や
龕が
ん

の
前
に
垂
ら
す
小

さ
な
帳
を
指
す
。
後
者
の
場
合
、
金き

ん

襴ら
ん
・
緞ど
ん

子す

・
綾あ
や
・
錦に
し
きな
ど
美
し
い
布
で
作
る
。
別
に
「
戸と

帳ち
よ
う」
と
書
く
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
同
じ
音
の
漢
字
に
置
き
換
え
た
派
生
語
で
あ
ろ
う
。【
図
表
27
】
は
、
神
仏
を
安
置
し
た
厨ず

子し

や
龕が
ん

の
前
な
ど
に
か
け
る
小
帳
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と
し
て
の
と
ち
ょ
う
（
斗
帳
）。

上
述
の
品
々
に
「
と
ば
り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、お
そ
ら
く
、や
ま
と
こ
ば
の
「
と
ば
り
」（
一
説
に
「
戸
張
り
」）

は
室
内
で
屛
障
用
に
用
い
ら
れ
る
物
の
総
称
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
か
た
び
ら
」「
か
べ
し
ろ
」「
あ
や
が
き
」「
ひ
き
も
の
」

と
な
る
と
、
や
や
具
体
的
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
上
で
、
漢
語
が
入
っ
て
き
て
以
来
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
る
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
分
化
し
て
い
っ
た
実
体
に
、
新
た
な
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
述
の
各
種
の
物
は
や
ま
と
こ
と
ば
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、い
ず
れ
も
漢
字
表
記
が
可
能
な
の
は
、や
ま
と
こ
と
ば
に
「
垣
代
」「
壁

代
」「
綾
垣
」「
絹
垣
」「
帷
子
」
な
ど
の
漢
字
を
（
訓
読
み
の
結
果
）
当
て
て
い
る
か
、「
几
帳
」「
斗
帳
」「
行
障
」「
軟
障
」
の
如
く
、

先
に
漢
語
で
命
名
し
た
あ
と
、
そ
れ
を
音
読
み
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、「
斑
慢
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。【
図
表
25
】
の
『
年
中
行
事
絵
巻
』「
内
宴
」
の
右
の
部
屋
に
は
斑
模
様
の
「
斑
幔
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
屋
内
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
模
様
の
「
斑
慢
」
が
、『
年
中
行
事
絵
巻
』「
賭
弓
」
に
も
見
え
る
（【
図

表
28
】）。
こ
ち
ら
は
屋
外
と
な
っ
て
い
る
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
は
、
現
存
す
る
の
は
近
世
の
模
写
と
は
い
え
、
平
安
末
期
の
風
俗
を
記

録
し
た
も
の
と
し
て
資
料
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
福
山
敏
男
氏
の
解
説
で
は
、こ
の
幕
を
「
慢
」
と
し
て
い
る
。
平
安
時
代
に
実
際
、

「
慢ま

ん

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
「
と
ば
り
」
と
訓
読
み
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
後
世
の
人
間
に
よ
る
命
名
な
の

か
は
不
詳
で
あ
る
。【
図
表
28
】
は
正
月
の
宮
廷
儀
式
で
あ
る
「
賭
弓
」
の
様
子
を
描
い
た
『
年
中
行
事
絵
巻
』
で
あ
る
。
天
皇
が
臨
御

し
て
紫
宸
殿
南
庭
に
て
行
な
わ
れ
た
。
三
列
に
張
ら
れ
た
長
い
「
慢
」
は
、
順
番
を
待
っ
て
い
る
射
手
ら
の
姿
を
隠
す
意
味
も
あ
る
が
、

臨
御
し
て
い
る
天
皇
の
姿
を
隠
す
意
味
合
い
も
あ
っ
た
ろ
う
。
現
在
の
上
賀
茂
神
社
競
馬
会
神
事
な
ど
で
は
、観
客
に
見
せ
る
た
め
、「
慢
」

が
張
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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三　

現
代
に
伝
わ
る
幕
の
数
々

現
代
日
本
に
お
け
る
幕
と
い
う
と
、
誰
し
も
、
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
天
幕
を
は
じ
め
と
し
て
、
お
祭
り
、
神
社
仏
閣
で
の
幕
、
慶

事
で
の
紅
白
幕
、
葬
儀
で
の
鯨
幕
、
舞
台
、
相
撲
、
神
事
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
と
比
べ
る
と
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
幕
を
使
い
続
け
て
い
る
社
会
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
日
本
独
自
の
展
開
も
遂
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
や
は
り
非
日
常
空
間
を
創
り

出
す
と
い
う
意
味
で
は
、
幕
本
来
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
る
。
以
下
、
現
在
の
日
本
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
幕
の
数
々
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
斑
幕
（
青
白
幕
・
黒
白
幕
・
紅
白
幕
）

「
斑
慢
」
と
し
て
は
、
古
来
よ
り
、
白
と
紺
を
組
み
合
わ
せ
た
「
青
白
幕
」
や
黒
と
白
を
組
合
せ
た
「
黒
白
幕
」
な
ど
が
あ
り
、
慶
事

も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。「
青
白
幕
」
は
別
に
「
浅あ

さ

黄ぎ

幕ま
く

」（
浅
黄
は
薄
い
藍
色
）
と
言
い
、
皇
室
行
事

や
歌
舞
伎
の
ほ
か
、
地
鎮
祭
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
黒
と
白
を
組
合
せ
た
「
黒
白
幕
」
は
俗
に
「
鯨

く
じ
ら

幕ま
く

」（
鯨
に
白
黒
の
縞
模
様

が
あ
っ
た
か
ら
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
鯨
幕
」
が
葬
儀
用
の
幕
と
な
っ
た
歴
史
は
浅
く
、
明
治
に
な
っ
て
西
洋

文
化
が
入
っ
て
以
降
、と
り
わ
け
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
葬
儀
業
者
が
執
り
行
う
葬
儀
で
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
白
と
紅
を
組
み
合
わ
せ
た
「
紅
白
幕
」
の
歴
史
も
古
い
も
の
で
は
な
く
、
特
に
「
紅
白
幕
」
が
慶
事
に
使
わ
れ
る
幕
と
な
っ
た

の
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
る
（【
図
29
・
30
・
31
】
参
照
）。

地
鎮
祭
で
使
わ
れ
る
幕
も
変
遷
を
遂
げ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
聖
な
る
祭
壇
の
周
り
に
「
青
白
幕
」
を
、
そ
の
外
周
に
「
紅
白
幕
」
と
、

両
方
を
用
い
る
の
が
正
式
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
も
と
は
、「
紅
白
幕
」
と
「
黒
白
幕
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
黒
白

幕
」
が
葬
儀
用
と
な
っ
て
い
っ
た
た
め
、「
紫
白
幕
」
に
代
り
、さ
ら
に
現
在
の
「
青
白
幕
」
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
（【
図
32
】
参
照
）。
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（
２
）
歌
舞
伎
で
使
わ
れ
る
幕
の
数
々

通
常
、
世
界
的
に
み
て
も
舞
台
の
幕
は
上
下
に
開
閉
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
日
本
の
舞
台
用
語
で
は
緞ど

ん

帳ち
よ
うと
呼
ん
で
い
る
。
一
方
、
歌

舞
伎
の
舞
台
で
は
、
横
に
人
力
で
引
く
「
引ひ

き

幕ま
く

」
が
用
い
ら
れ
る
。
歌
舞
伎
独
特
の
三
色
の
幕
も
こ
の
引
幕
で
、
こ
れ
は
「
い
つ
も
使
う

も
の
」
と
い
う
意
味
で
定

じ
よ
う

式し
き

幕ま
く

と
呼
ば
れ
る
。
歌
舞
伎
座
の
定
式
幕
の
布
色
は
左
か
ら
黒
・
柿
色
・
萌も
え

葱ぎ

（
濃
い
緑
）（【
図
表
33
】
参
照
）、

国
立
劇
場
は
黒
・
萌
葱
・
柿
色
、
中
村
座
は
黒
・
白
・
柿
色
の
並
び
と
な
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
簡
素
な
巻
き
上
げ
式
の
幕
を
緞
帳
と
呼
び
、
引
幕
の
使
用
を
許
さ
れ
な
い
小
芝
居
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
小
芝
居
の
こ

と
を
緞
帳
芝
居
と
蔑
称
し
て
い
た
。
明
治
後
期
あ
た
り
か
ら
西
洋
演
劇
の
影
響
を
受
け
て
緞
帳
は
豪
華
な
も
の
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

歌
舞
伎
を
上
演
す
る
大
劇
場
に
は
定
式
幕
の
ほ
か
、
複
数
の
豪
華
な
緞
帳
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
古
典
歌
舞
伎
の
幕
開
き
に
は
概
ね
定

式
幕
が
使
わ
れ
、
緞
帳
で
開
く
の
は
松
羽
目
物
（
能
の
様
式
を
取
り
入
れ
た
舞
踊
劇
）
や
新
歌
舞
伎
（
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
創
ら
れ

た
文
学
的
作
品
や
舞
踊
）
に
限
ら
れ
る
。

歌
舞
伎
の
舞
台
で
は
、
こ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
っ
た
幕
が
あ
る
。
舞
台
全
体
を
覆
う
よ
う
に
吊
り
下
げ
ら
れ
る
青
い
幕

を
「
浅あ

さ

葱ぎ

幕ま
く

」
と
い
う
。
浅
葱
色
と
い
う
の
は
本
来
ネ
ギ
の
浅あ
さ

葱つ
き

に
由
来
す
る
緑
が
か
っ
た
色
だ
が
、
芝
居
で
使
わ
れ
る
浅
葱
色
は
淡
い

水
色
で
、
空
の
色
か
ら
日
中
の
屋
外
を
表
現
し
て
い
る
（【
図
表
34
】
参
照
）。
例
外
的
に
、
定
式
幕
が
引
か
れ
て
開
幕
し
て
も
舞
台
全
体

が
こ
の
浅
葱
幕
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
チ
ョ
ン
と
柝
が
打
た
れ
、
浅
葱
幕
が
パ
ラ
リ
と
落
と
さ
れ
、
豪
華
な
舞

台
面
が
一
瞬
に
し
て
現
れ
る
と
い
う
演
出
も
あ
る
。
こ
の
手
法
を｢
振
り
落
し｣

と
言
う
。
逆
に
立
廻
り
の
途
中
な
ど
で
浅
葱
幕
が
上
か

ら
一
瞬
で
下
り
て
舞
台
面
が
隠
さ
れ
る
の
を
「
振
り
か
ぶ
せ
」
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
観
客
を
視
覚
的
に
楽
し
ま
せ
る
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の

手
法
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
を
告
げ
る
「
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
」
と
い
う
表
現
の
語
源
と
な
っ
て
い
る
。

場
面
か
ら
場
面
へ
と
変
わ
る
際
に
そ
の
つ
な
ぎ
と
し
て
使
わ
れ
る
幕
を
「
道
具
幕
」
と
い
う
。
一
種
の
背
景
大
道
具
の
役
割
を
し
、
前
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後
の
場
面
が
海
な
ら
ば
「
浪
幕
」、
山
な
ら
ば
「
山
幕
」、
ま
た
屋
敷
な
ど
で
は
そ
の
網
代
塀
を
描
い
た
「
網あ

代じ
ろ

幕ま
く

」
と
い
っ
た
も
の
に
細

分
化
さ
れ
る
（【
図
表
35
】
参
照
）。
芝
居
の
進
行
上
で
不
要
に
な
っ
た
も
の
（
特
に
死
ん
だ
人
物
な
ど
）
を
舞
台
上
か
ら
引
っ
込
め
る
た

め
目
隠
し
と
し
て
使
う
幕
を
「
消
し
幕
」
と
い
う
。
舞
台
の
背
景
を
す
っ
ぽ
り
隠
す
よ
う
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
幕
を
「
後
ろ
幕
」
と
い
い
、

多
く
は
黒
色
で
夜
や
暗
闇
を
表
す
。
白
い
横
長
の
幕
に
水
色
で
霞
の
た
な
び
く
模
様
が
描
か
れ
た
幕
を
「
霞
幕
」
と
い
い
、
常
磐
津
や
清

元
な
ど
の
浄
瑠
璃
の
演
奏
者
を
隠
す
場
合
に
用
い
る
（
金
田
栄
一
「
舞
台
機
構
と
舞
台
技
術
」 K

abuki on the w
eb H

P

よ
り
）。
歌
舞

伎
で
用
い
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
幕
の
種
類
と
そ
の
名
称
を
考
え
る
と
、
日
本
に
お
い
て
幕
が
独
自
の
展
開
を
と
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
３
）
相
撲

日
本
語
で
、
芝
居
に
お
い
て
張
ら
れ
る
幕
の
内
側
を
「
幕
の
内
」
と
呼
ぶ
の
も
、
役
者
や
木
戸
銭
を
払
っ
た
観
客
し
か
入
れ
な
い
領
域

を
指
し
た
。
大
相
撲
の
「
幕
内
」
も
同
様
で
あ
り
、
十
両
以
上
の
関
取
に
昇
進
す
る
こ
と
を
「
入
幕
」
と
言
う
。
土
俵
の
上
に
は
方
屋
が

あ
り
、
そ
の
東
西
南
北
に
幕
（
水
引
幕
）
が
張
ら
れ
て
い
た
。
本
場
所
の
取
組
は
原
則
と
し
て
幕
内
同
士
で
あ
り
、
土
俵
に
上
が
る
こ
と

は
こ
の
幕
の
内
側
に
入
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
場
所
の
土
俵
が
現
在
の
よ
う
に
円
形
に
な
っ
た
の
は

江
戸
中
期
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
、
方
形
で
あ
っ
た
。
土
俵
の
上
に
あ
る
方
屋
は
そ
の
名
残
で
あ
り
、
屋
根
が
あ
る
の
は
相

撲
が
野
外
で
取
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
屋
根
の
四
隅
の
柱
に
は
、
四
方
位
を
司
る
四
神
（
青
龍
・
白
虎
・
朱
雀
・
玄
武
）
に
由
来
し

た
色
の
布
を
巻
き
付
け
て
い
た
が
、
柱
が
あ
る
と
見
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
に
は
い
っ
て
か
ら
吊
屋
根
と
な
り
、
代
わ
っ
て
方

屋
の
四
隅
に
同
色
の
房
が
下
げ
ら
れ
る
今
の
形
式
と
な
っ
た
。
吊
り
屋
根
に
し
て
も
方
屋
を
残
し
た
の
は
、
四
方
に
張
ら
れ
た
水
引
幕
に

よ
っ
て
四
方
向
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（【
図
表
36
】【
図
表
37
】
参
照
）。
相
撲
に
お
い
て
も
両
軍
は
南
北
で
は
な
く
、

東
西
に
分
れ
て
い
る
点
は
、
中
国
古
代
の
に
お
け
る
東
西
軸
の
座
順
を
想
起
さ
せ
て
興
味
深
い
。
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�商店街の呉服店に掲げられた幕（花巻市）
野筋と巻き上げ房がみえる（令和２年著
者撮影）

【図表 31】

�地鎮祭における幕（内側が青白幕、外側
が紅白幕）

（ストラクション　大阪市堺市・HP より）

【図表 32】

盆踊りの櫓に張られた紅白幕
（レントオール京都 HP より）

【図表 29】

体育館に張られた紅白幕
（レントオール山形 HP より）

【図表 30】

定式幕（歌舞伎座）　『歌舞伎事典』講談
社 1979 より

【図表 34】

浅葱幕　『歌舞伎事典』講談社 1979 より

【図表 33】



86

武蔵大学人文学会雑誌　第 54 巻第 3・4号

本殿内の壁代と御簾（令和４年元旦に著
者撮影）

【図表 39】

天祖神社（文京区本駒込）の本殿（令和
４年元旦に著者撮影）

【図表 38】

�国技館の吊り天井
（https://ddnavi.com/serial/657134/a/ より）

【図表 37】

愛媛県大三島の大山祇神社
（https://www.kokugakuin.ac.jp/
article/50375 より）

【図表 36】

道具幕（網代塀を描いた網代幕）
『歌舞伎事典』講談社 1979 より

【図表 35】
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富士神社の垂れ幕（文京区本駒込）（令
和４年元旦に著者撮影）

【図表 41】

天祖神社脇の地蔵尊の垂れ幕（令和４年
元旦に著者撮影）

【図表 40】

秋の例大祭での御神輿を納める天幕と紅
白幕（豊島区駒込　平成 20 年に著者撮
影）

【図表 43】

秋の例大祭での天幕と垂れ幕、及び紅白
幕（豊島区駒込　平成 20 年に著者撮影）

【図表 42】

【図表 45】

平成二八年九月に行なわれた神幸際における渡御の儀礼。本殿から御霊が渡御されれ
る時、白い「きぬがき」で被われる。その後、御霊が御輿に渡御される。（奥住一氏
撮影、天祖神社社務所提供）

【図表 44】
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豊受大神宮に扉の内側に張られた「御帳」
伊勢神宮の公式サイト（https://www.isejingu.or.jp/sengu/）より

【図表 46】

伊勢神宮の公式サイト（https://www.isejingu.or.jp/sengu/）より
昭和三年の遷宮を描いた絵巻

【図表 48】

遷宮を描いた江戸時代の浮世絵

【図表 47】

伊勢神宮の公式サイト（https://www.isejingu.or.jp/sengu/）より

第 62 回（平成 25 年）の式年遷宮におけ
る遷御

【図表 50】

第 62 回（平成 25 年）の式年遷宮におけ
る御船代の御用材を伐採する祭

【図表 49】
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（
４
）
神
社
に
お
け
る
帷
と
幕

歴
史
用
語
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
み
ち
よ
う
（
御
帳
）」
は
現
在
の
皇
室
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
神
社

に
お
い
て
は
、「
か
べ
し
ろ
（
壁
代
）」、「
み
す
（
御
簾
）」
と
い
っ
た
も
の
も
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、「
き
ぬ
が
き
（
絹
垣
）」、「
ぎ
ょ

う
し
ょ
う
（
行
障
）」
も
御み

霊た
ま

の
渡と

御ぎ
よ

や
遷
宮
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
図
表
38
】 
は
天
祖
神
社
（
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
）
の
本
殿
で
、
上
側
に
短
い
「
壁
代
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
様
は
社
紋
の
花

菱
紋
と
な
っ
て
い
る
。
神
社
に
よ
っ
て
は
正
月
や
お
祭
り
の
際
に
紫
色
の
垂
れ
幕
（
別
に
神
前
幕
と
も
言
う
）
を
掲
げ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
天
祖
神
社
で
は
昔
か
ら
垂
れ
幕
を
掲
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
写
真
は
正
月
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
賽
銭
箱

が
紫
色
の
布
で
包
ま
れ
て
い
る
。
本
殿
の
内
部
に
は
、朽
ち
木
模
様
の
「
壁
代
」
と
「
御
簾
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（【
図
表
39
】
参
照
）。

【
図
表
40
】
は
天
祖
神
社
脇
に
あ
る
地
蔵
尊
。
地
蔵
尊
は
講
員
が
管
理
し
、
年
に
二
回
の
法
要
の
際
に
紫
色
の
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
る
。

【
図
表
41
】
は
、
富
士
神
社
（
文
京
区
本
駒
込
）
の
垂
れ
幕
。
年
に
二
回
、
正
月
と
六
月
三
〇
日
の
山
開
き
の
時
に
、
紫
色
の
垂
れ
幕
が

掲
げ
ら
れ
る
。

【
図
表
42
】
と
【
図
表
43
】
は
、
駒
込
二
丁
目
親
和
会
に
よ
る
天
祖
神
社
の
秋
の
例
大
祭
の
模
様
。
駒
込
二
丁
目
の
広
場
に
設
置
さ
れ

た
天
幕
内
に
天
祖
神
社
の
御
神
体
が
渡と

御ぎ
よ
うさ
れ
て
い
る
。
紫
色
の
垂
れ
幕
（
文
様
は
天
祖
神
社
の
社
紋
で
あ
る
花
菱
紋
）
と
紅
白
幕
の
内

側
に
御
神
体
と
供
え
物
が
み
え
る（

（注

（
注

。
そ
の
並
び
の
天
幕
内
に
、
紅
白
の
幕
が
張
ら
れ
、
御
神
輿
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
天
祖
神
社
の
氏
子
に
あ
た
る
各
町
内
が
主
催
者
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
る
例
大
祭
と
異
な
り
、
天
祖
神
社
で
二
年
に
一
度
行
な
わ

れ
る
「
本
社
御
輿
」、
及
び
四
年
に
一
度
行
な
わ
れ
る
「
神
幸
祭
」
に
際
し
て
は
、
本
殿
の
御
霊
を
本
殿
脇
に
保
管
さ
れ
て
い
る
御
輿
に

渡
御
す
る
儀
式
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
る
。「
本
社
御
輿
渡
御
」
及
び
「
神
幸
祭
渡
御
」
は
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
執
り
行
わ
れ
、
氏
子

の
役
員
し
か
立
ち
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
（【
図
表
44
】・【
図
表
45
】
参
照
）。
渡
御
の
際
、
御
霊
は
白
い
絹
の
布
で
被
わ
れ
る
が
、
こ
れ
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を
天
祖
神
社
で
は
「
き
ぬ
が
き
（
絹
垣
）」
と
呼
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
５
）
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮

一
般
に
神
社
に
お
い
て
は
、
日
中
（
夜
明
け
か
ら
日
没
ま
で
）
の
扉
を
開
け
て
い
る
間
、
御
神
座
の
正
面
が
見
え
な
い
よ
う
に
隠
す
意

味
で
「
御
帳
」（
み
と
ば
り
）
を
張
る
。
夜
間
、扉
を
閉
め
て
い
る
間
は
必
要
な
い
の
で
、朝
に
張
っ
た
「
御
帳
」
は
夕
に
は
取
り
は
ず
す
。

【
図
表
46
】
は
、
伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
中
心
で
あ
る
豊
受
大
神
宮
に
扉
の
内
側
に
張
ら
れ
た
「
御
帳
」。
絹
製
で
五
枚
の
白
い
絹
を
縫
い

合
わ
せ
た
も
の
。
の
れ
ん
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
帳
の
上
側
に
棒
を
通
し
、
こ
れ
を
左
右
か
ら
支
え
、
扉
の
内
側
に
設
け
る
。

御
神
体
を
他
所
に
遷
す
際
に
も
、
帳
で
覆
い
隠
す
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
。
伊
勢
神
宮
で
二
〇
年
毎
に
と
り
行
な
わ
れ
る
式
年
遷
宮
に
お

い
て
も
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
御
神
体
を
新
宮
に
移
す
「
遷せ

ん

御ぎ
よ

」
の
祭
儀
に
お
い
て
帳
が
用
い
ら
れ
る
。
則
ち
、
御
神
体
が
納

め
ら
れ
た
仮か

り

御み

船ふ
な

代し
ろ

の
周
り
を
、
宮
司
ら
が
帷
で
覆
い
隠
す
よ
う
に
し
て
神
遷
し
を
行
な
う
。
帷
は
前
面
を
隠
す
平
面
の
帳
と
、
そ
れ
に

続
い
て
周
囲
を
コ
の
字
型
に
隠
す
大
き
な
帳
と
の
組
合
せ
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
を
「
行こ

う

障し
よ
う」
と
、後
者
を
「
絹き
ぬ

垣か
き

」（
伊
勢
神
宮
で
は
「
き

ん
が
き
」）
と
呼
ぶ
。
い
ず
れ
も
白
い
絹
製
で
あ
る（

（注

（
注

。

【
図
表
47
】
は
遷
宮
を
描
い
た
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
、【
図
表
48
】
は
昭
和
三
年
の
遷
宮
を
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
。【
図
表
49
】
は
第

六
二
回
（
平
成
二
五
年
）
の
式
年
遷
宮
に
お
け
る
御
船
代
の
御
用
材
を
伐
採
す
る
祭
の
場
面
。
一
人
一
人
席
に
正
座
し
て
い
る
姿
は
、
古

代
中
国
の
身
体
技
法
を
現
代
に
伝
え
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。【
図
表
50
】
は
第
六
二
回
（
平
成
二
五
年
）
の
式
年
遷
宮
に
お
け
る
実

際
の
遷
御
の
様
子
で
あ
る
。
絵
図
で
は
昼
間
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
の
如
く
に
描
い
て
い
る
が
、
実
際
の
「
遷
御
」
は
写
真
の
如
く
、
夜

に
行
な
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

本
稿
を
書
き
始
め
た
当
初
は
、
中
国
古
代
の
幕
に
つ
い
て
論
じ
る
の
を
主
眼
と
し
、
日
本
に
残
る
幕
の
習
慣
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
触

れ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
代
中
国
の
幕
や
帷
の
知
見
を
も
と
に
、
日
本
に
残
る
幕
に
つ
い
て
論
考
し
た
も
の
は
管
見

で
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で
意
義
の
あ
る
試
み
で
あ
る
と
考
え
、
多
く
の
紙
面
を
割
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

中
国
か
ら
見
る
と
、
日
本
に
は
中
国
古
代
の
幕
の
習
慣
が
「
残
さ
れ
て
い
る
」
と
も
言
え
る
。
日
本
に
「
残
さ
れ
て
い
る
」
古
代
中
国

の
文
物
は
幕
に
限
ら
な
い
。
こ
れ
は
日
本
の
太
平
洋
側
が
海
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
東
側
に
向
か
っ
て
伝
播
の
し
よ
う
が
な
く
、
結
果

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
日
本
に
堆
積
し
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
し
、
ま
た
日
本
が
中
国
文
明
の
「
辺
境
」
に
位
置
す
る
か
ら
と
も
言

え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、日
本
に
「
残
さ
れ
て
い
る
」
幕
や
帳
の
歴
史
を
調
べ
て
い
く
と
、か
べ
し
ろ
（
壁
代
）
や
き
ち
ょ
う
（
几
帳
）、ぜ
じ
ょ

う
（
軟
障
）、さ
ら
に
は
相
撲
や
歌
舞
伎
に
お
け
る
幕
の
如
く
、日
本
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
か
べ
し
ろ
、き
ち
ょ
う
、

ぜ
じ
ょ
う
な
ど
の
調
度
品
は
、寝
殿
造
り
と
い
う
日
本
の
家
屋
の
構
造
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
よ
う
。
そ
の
後
、寝
殿
造
り
は
な
く
な
っ

て
い
っ
た
も
の
の
、
か
べ
し
ろ
や
垂
れ
幕
、
御
帳
（
み
と
ば
り
）
な
ど
は
、
神
社
に
お
い
て
使
わ
れ
続
け
、
今
日
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
日
本
に
お
け
る
幕
や
帳
の
独
自
の
発
展
は
、
在
来
の
や
ま
と
こ
と
ば
と
、
漢
字
の
流
入
に
よ
る
漢
語
で
の
表
現
、
さ
ら
に
漢
語
を
介

し
て
の
造
語
な
ど
、
幕
に
ま
つ
わ
る
語
彙
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
幕
の
歴
史
も
、
古
代
中
国
と
比
較
し
な
が
ら
考
察

す
る
と
、
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
地
理
的
な
展
開
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

日
本
は
現
在
で
も
「
聖
な
る
空
間
」
を
作
り
出
す
装
置
と
し
て
の
幕
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
も
、
廟
な
ど
の
宗
教
施
設
に
お
い

て
は
同
様
で
あ
る
が
、
幕
の
使
わ
れ
方
に
は
、
多
少
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
廟
内
の
幕
は
数
あ
る
装
飾
品
の
一
つ
に
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過
ぎ
ず
、
神
社
内
の
幕
の
よ
う
な
象
徴
性
は
薄
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
に
お
け
る
「
聖
な
る
空
間
」
と
幕
と

の
関
係
は
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
両
国
の
幕
の
位
置
づ
け
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
と
す
る
な
ら
、
そ

の
背
景
に
は
、
両
国
に
お
け
る
「
聖
な
る
も
の
」
と
「
俗
な
る
も
の
」
の
と
ら
え
方
の
違
い
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

天
祖
神
社
の
「
渡
御
」
に
し
て
も
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
お
け
る
「
遷
御
」
に
し
て
も
、
古
来
、
儀
礼
が
夜
に
行
な
わ
れ
る
点
は

興
味
深
い
。
明
る
い
昼
間
に
執
り
行
わ
れ
な
い
の
は
、「
聖
な
る
」
御
神
体
を
夜
の
帳
で
覆
い
隠
す
意
味
合
い
が
あ
ろ
う（

（注

（
注

。
だ
と
す
る
と
、

覆
い
隠
す
も
の
は
、
幕
や
帳
の
如
く
実
在
す
る
物
質
で
あ
る
必
要
す
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

「
聖
」
な
る
も
の
を
布
で
覆
い
隠
す
と
い
う
行
為
は
、
東
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
社

会
に
お
け
る
女
性
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
が
あ
る
。
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
は
、
現
在
、
欧
米
や
日
本
で
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
か
ぶ
り
も
の
の
意
味
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
に
は
、
ヴ
ェ
イ
ル
、
カ
ー
テ
ン
、
仕
切
り
、
区
切
り
な
ど
複
数
の
意
味
が
あ
り
、

女
性
が
身
体
的
特
徴
を
隠
す
た
め
に
着
用
す
る
ス
カ
ー
フ
や
長
衣
だ
け
で
な
く
、
男
女
の
空
間
を
分
離
す
る
た
め
の
仕
切
り
や
カ
ー
テ
ン

の
意
味
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
公
的
空
間
と
女
性
の
問
題
を
扱
っ
た
桜
井
啓
子
の
論
考
が
あ
る（

（注

（
注

。
イ
ス

ラ
ー
ム
社
会
で
は
常
に
、
男
女
の
空
間
を
分
離
す
べ
き
か
否
か
、
分
断
す
る
場
合
、
そ
の
方
法
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。

カ
ー
テ
ン
や
仕
切
り
な
ど
の
帷
で
空
間
そ
の
も
の
を
分
断
す
る
方
法
に
対
し
、
ヴ
ェ
イ
ル
や
長
衣
な
ど
は
、
い
わ
ば
「
携
帯
式
カ
ー
テ
ン
」

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る（

（注

（
注

。

身
体
の
一
部
を
覆
い
隠
す
も
の
、
と
い
う
意
味
で
は
、
幕
や
帷
は
、
冠
や
帽
子
、
さ
ら
に
は
下
着
を
は
じ
め
と
す
る
衣
服
の
起
源
と
も

関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
ヒ
ト
と
い
う
動
物
が
な
ぜ
衣
服
を
身
に
ま
と
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
関
し
て
は
、
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
技
術
面
か
ら
い
う
と
、
布
地
は
紡
績
技
術
の
獲
得
を
前
提
と
す
る
が
、
織
物
で
な
く
と
も
、
草
な
ど
の

編
み
物
で
身
体
の
一
部
を
隠
す
こ
と
は
可
能
だ
し
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
毛
皮
の
利
用
も
考
え
得
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
明
が
発
展
し
て
以
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降
、
衣
服
に
は
実
用
的
な
側
面
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
現
在
で
も
そ
の
象
徴
性
が
失
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。日

本
の
ふ
ん
ど
し
（
褌
）
や
腰
巻
き
、
さ
ら
に
は
着
物
な
ど
は
広
げ
る
と
、
ま
さ
に
一
枚
の
布
状
と
な
っ
て
い
る
。
聖
な
る
も
の
を
覆

い
隠
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
ら
と
幕
や
帳
と
は
根
底
に
お
い
て
繫
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
身
体
を
包
み
込
む
衣
服
と
、

空
間
を
仕
切
る
帳
と
は
、
分
離
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
両
者
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
衣
服
は
広
義
の
帳
の
一
部
な
の

で
あ
る
。

衣
服
は
通
常
、
ヒ
ト
の
身
体
を
覆
う
も
の
だ
け
を
指
す
が
、
幕
は
身
体
の
み
な
ら
ず
、「
聖
な
る
も
の
」
を
覆
い
隠
す
も
の
で
あ
る
。

先
述
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
は
、
こ
の
両
義
性
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
も
言
え
る
。
そ
れ
故
に
、
実
用
性
で
は
説
明
で
き
な
い
、
象
徴
性
が
前
面

に
押
し
出
さ
れ
た
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

本
来
の
意
味
で
の
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
の
問
題
は
、
男
女
は
な
ぜ
公
的
空
間
に
お
い
て
分
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
な
ぜ
女
性
が

「
聖
」
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
主
体
は
女
性
の
側
な
の
か
、
男
性
の
側
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
繫
が
っ

て
く
る
。
こ
れ
は
、
同
時
に
、
固
定
式
で
あ
れ
、
携
帯
式
で
あ
れ
、
誰
が
女
性
を
帷
で
被
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
と

繫
が
っ
て
く
る
。
対
象
が
人
間
で
は
な
く
、
神
や
霊
的
な
存
在
、
あ
る
い
は
聖
な
る
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
行
な
う
主
体
は
あ
く
ま
で

人
間
で
あ
る
が
、
人
間
に
そ
の
よ
う
な
行
為
を
さ
せ
て
い
る
も
の
が
神
や
霊
的
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
主
客
は
逆
転
す
る
。
幕
や

帷
の
問
題
は
、
単
な
る
中
国
古
代
の
文
化
史
や
、
日
本
の
有
職
故
実
の
問
題
で
は
な
く
、
衣
服
の
起
源
や
、
聖
と
俗
の
対
比
な
ど
、
人
類

全
体
の
文
化
を
考
え
る
上
で
根
源
的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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注
（
１
）�

本
稿
は
、拙
著 

二
〇
〇
九
『
中
国
食
事
文
化
の
研
究
―
食
を
め
ぐ
る
家
族
と
社
会
の
歴
史
人
類
学
』（
風
響
社
）
の
第
二
章
の
「
古
代
に
お
け
る
食
事
方
法
」

で
展
開
し
た
諸
問
題
か
ら
、
特
に
幕
に
焦
点
を
あ
て
、
新
た
な
資
料
も
加
え
つ
つ
、
改
め
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）�【
図
表
２
】
も
含
め
、「
十
三
経
」
に
関
し
て
は
、
李
波
・
李
暁
光
・
富
金
壁
主
編 

二
〇
〇
三
『
十
三
経
新
索
引
』（
中
国
広
播
電
視
出
版
社
）
を
用
い
た
。

ま
た
、字
書
類
に
関
し
て
は
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
合
せ
て
活
用
し
た
。
な
お
、『
十
三
経
新
索
引
』
で
は
、『
爾
雅
』
に
「
幕
」

の
字
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、「
暮
」
の
字
と
間
違
え
て
集
計
し
て
い
る
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
語
彙
検
索
で
も
幕

の
字
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

（
３
）�

金
啓
華
訳
注 

一
九
八
四
『
詩
経
全
訳
』
江
蘇
古
籍
出
版
社

（
４
）�

金
谷
治
訳
注 

二
〇
〇
一
『
論
語
』
岩
波
書
店

（
５
）�

高
田
真
治
・
後
藤
基
巳
訳
一
九
九
三
『
易
経
』
岩
波
書
店

（
６
）�「
帷
」
と
「
幕
」
を
対
比
し
た
比
喩
表
現
が
、『
史
記
』「
蘇
秦
伝
」
に
見
え
る
。
臨
譯
の
繁
栄
と
住
民
の
多
さ
を
描
写
す
る
な
か
で
、
臨
譯
の
道
は
車
の

秡こ
し
き（
車
両
）
は
ぶ
つ
か
り
合
い
、
人
の
肩
と
肩
は
触
れ
合
い
、
衽え
り

を
連
ね
た
ら
帷
と
な
り
、
袂た
も
とを
挙
げ
れ
ば
幕
の
よ
う
に
な
る
、
と
あ
る
。
衽え
り

は
上
下
の

幅
は
小
さ
い
が
、
広
げ
る
と
そ
れ
な
り
の
長
さ
が
あ
り
、
こ
れ
を
連
ね
て
い
く
と
確
か
に
帷
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
服
の
袂た

も
とを
挙
げ
れ
ば
、
確
か
に
捲
り

上
げ
ら
れ
て
上
を
覆
う
幕
の
よ
う
に
な
る
。

（
７
）�「
春
秋
三
伝
」
に
関
し
て
は
、『
十
三
経
新
索
引
』
か
ら
、
正
史
に
関
し
て
は
、
李
暁
光
・
李
波
主
編 

二
〇
〇
一
『
史
記
索
引
』、
李
波
・
李
暁
光
・
趙
惜

微
主
編
二
〇
〇
一
『
漢
書
索
引
』、
李
波
・
趙
惜
微
・
李
暁
光
主
編 

二
〇
〇
二
『
後
漢
書
索
引
』、
李
波
・
宋
培
学
・
李
暁
光
主
編 

二
〇
〇
二
『
三
国
志

索
引
』（
い
ず
れ
も
中
国
広
播
電
視
出
版
社
）
か
ら
拾
っ
た
。
但
し
『
三
国
志
』
は
正
文
の
み
か
ら
拾
っ
た
。

（
８
）�

ち
な
み
に
、
幕
と
席
を
対
比
さ
せ
た
表
現
が
存
在
す
る
。
酒
徒
劉
伶
の
「
酒
徳
頌
」
に
天
地
の
間
を
仮
の
旅
宿
に
た
と
え
て
「
幕
天
席
地
」
と
あ
る
。
白

楽
天
が
元
微
之
に
和
し
た
詩
に
「
天
地
を
幕
席
と
為
さ
ば
富
貴
も
泥
沙
の
如
し
」
の
句
が
あ
る
（
白
川
静
『
字
統
』）。

（
９
）�『
漢
書
』「
五
行
志
下
之
上
」
の
「
下
人
伐
上
之
之
痾
」
に
、「
成
帝
綏
和
二
年
八
月
庚
申
、
鄭
通
里
男
子
王
褒
衣
絳
衣
小
冠
、
帶
劍
入
北
司
馬
門
殿
東
門
、

上
前
殿
、
入
非
常
室
中
、
解
帷
組
結
佩
之
、
招
前
殿
署
長
業
等
曰
「
天
帝
令
我
居
此
」
業
等
收
縛
考
問
、
褒
故
公
車
大
誰
卒
、
病
狂
易
、
不
自
知
入
宮
狀
、

下
獄
死
」（
成
帝
綏
和
二
年
〔
前
七
年
〕
八
月
庚
申
、
鄭
〔
県
〕
通
里
の
男
子
、
王お

う

褒ほ
う

が
、
赤
い
衣
と
小
さ
な
冠
を
つ
け
、
帶
劍
し
て
北
司
馬
門
な
ら
び

に
宮
殿
の
東
門
を
通
り
抜
け
、
前
殿
に
駆
け
上
っ
て
、
非
常
室
〔
突
然
の
来
訪
者
を
留
め
て
お
く
部
屋
〕
の
中
に
入
り
、
帷
組
を
解
き
、
そ
れ
を
結
ん
で

た
す
き
に
か
け
、
前
殿
の
署
長
の
某
業
ら
を
呼
び
つ
け
、「
天
帝
が
我
に
此
に
居
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
業
ら
は
捕
ら
え
て
縛
り
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あ
げ
、
訊
問
し
た
と
こ
ろ
、
褒
は
も
と
司
馬
門
守
衛
官
配
下
の
大
誰
官
の
下
役
人
で
あ
り
、
発
狂
し
て
平
常
心
を
失
い
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
し
て
宮
殿

に
侵
入
し
た
の
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
留
置
所
に
入
れ
ら
れ
て
死
ん
だ
）
と
あ
る
（
冨
谷
至
・
吉
川
忠
夫
訳
注 

一
九
八
六
『
漢
書
五
行
志
』
平
凡
社
（
東

洋
文
庫
））。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
非
常
室
の
中
に
帷
が
張
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
10
）�

そ
の
後
、
恒
玄
は
無
言
で
犬
を
追
い
払
い
、
改
め
て
席
に
つ
い
た
。
恒
玄
に
は
徳
が
無
く
、
高
位
を
み
だ
り
に
盗
み
取
っ
た
た
め
に
犬
が
そ
の
席
に
つ
い

た
の
で
あ
り
、
そ
の
で
た
ら
め
ぶ
り
が
甚
だ
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
果
た
し
て
、
八
十
日
で
恒
玄
は
敗
れ
亡
く
な
っ
た
、
と
続
く
。
な
お
、
君
が
不

正
を
し
、
臣
が
簒
奪
を
欲
す
る
と
、
犬
が
突
然
に
出
て
く
る
と
い
う
話
は
、『
後
漢
書
』
の
「
五
行
志
一
」
に
も
見
え
、「
莫
不
驚
怪
」
の
句
も
同
じ
事
か

ら
、
前
代
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
11
）�

謀
は
か
り
ご
とを
す
る
と
こ
ろ
、
天
子
の
そ
ば
、
と
い
う
意
味
で
の
「
帷
幄
」
の
例
は
、『
漢
書
』「
何
武
王
嘉
師
丹
伝
」
の
王
嘉
伝
、
及
び
「
元
后
伝
第
六
十
八
」
や
、

 　
　

�『
三
国
志
』「
呉
書
」
の
張
昭
伝
な
ど
に
も
見
え
る
。
こ
の
う
ち
、
張
昭
伝
や
元
后
伝
に
見
え
る
「
帷
幄
」
は
、
一
度
離
職
し
た
人
間
が
、
再
び
天
子
に
仕

え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
文
脈
で
、
天
子
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
臣
か
ら
み
て
も
天
子
が
坐
る
帷
幄
に
は
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）�

モ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
中
央
ア
ジ
ア
遊
牧
民
の
移
動
式
住
居
で
あ
る
ゲ
ル
は
円
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
方
位
を
明
確
に
す
る
必
要
の
あ
る
漢
族
の
幕
と
は

異
質
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
漢
語
で
は
こ
れ
を
呼
ぶ
際
に
幕
や
帳
の
字
は
用
い
ず
、
転
写
さ
れ
た
音
か
ら
包
（
パ
オ
）
と
呼
ん
で
い
る
。

（
13
）�『
史
記
』「
淮
陰
侯
伝
」
に
、
韓
信
が
趙
を
破
っ
た
際
、
趙
王
の
策
士
で
あ
る
広
武
君
を
得
る
と
、
彼
を
東
向
き
に
座
ら
せ
、
自
分
は
西
に
向
い
て
相
対
し
、

彼
に
師
事
し
た
と
、「
武
安
侯
伝
」
に
、
尊
大
な
武
安
侯
が
か
つ
て
客
を
招
い
て
酒
宴
を
開
い
た
が
、
兄
を
南
向
き
に
座
ら
せ
、
自
分
は
東
向
き
に
座
っ

た
と
、
さ
ら
に
「
南
越
伝
」
に
、
南
越
王
と
太
后
が
宰
相
呂
嘉
の
謀
殺
を
企
み
、
漢
か
ら
の
使
者
を
巻
き
込
ん
で
宴
会
を
開
く
場
面
が
あ
る
。
こ
の
と
き

漢
の
使
者
を
皆
東
向
き
に
、
太
后
が
南
向
き
に
、
王
が
北
向
き
に
、
宰
相
の
呂
嘉
と
大
臣
は
皆
西
向
き
に
座
っ
た
と
あ
る
。

　

 　

�　
『
漢
書
』「
蓋が
い

寛か
ん

饒じ
ょ
う

伝
」
に
、許き
ょ

伯は
く

が
邸
宅
に
入
っ
た
際
、寛
饒
は
許
伯
に
請
わ
れ
て
仕
方
な
く
祝
賀
に
行
き
、西
階
か
ら
上
が
っ
て
東
向
き
に
一
人
座
っ

た
と
、
ま
た
「
楼
護
伝
」
に
、
楼
護
が
邑
に
招
か
れ
た
際
に
、
邑
が
酒
樽
の
も
と
へ
行
っ
て
楼
護
の
長
寿
を
讃
え
る
と
、
皆
席
を
離
れ
て
伏
し
た
が
、
一

人
楼
護
だ
け
は
東
向
き
に
姿
勢
を
正
し
て
座
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

　

 　

�　
『
後
漢
書
』「
鄧と

う

禹う

伝
」
に
、
顕
宗
が
即
位
し
た
時
に
、
鄧
禹
の
功
績
を
称
え
て
彼
を
太た

い

傅ふ

に
授
け
た
際
、
彼
を
東
向
き
に
座
ら
せ
て
会
見
し
た
と
、
ま

た
「
桓
栄
伝
」
に
、
顕
宗
が
即
位
し
た
際
に
、
師
を
敬
う
べ
く
八
〇
歳
を
超
え
た
桓
栄
を
訪
ね
る
話
が
あ
る
。
こ
の
時
、
桓
栄
を
東
向
き
に
座
ら
せ
、
几

杖
を
設
け
、
百
官
以
下
、
桓
栄
の
門
下
生
数
百
人
と
会
っ
た
と
あ
る
。

（
14
）�

岡
安
勇 

一
九
八
三
「
中
国
古
代
史
料
に
現
れ
た
席
次
と
皇
帝
西
面
に
つ
い
て
」『
史
学
雑
誌
』
九
二
巻
九
号

（
15
）�

中
国
に
お
け
る
東
西
と
南
北
の
関
係
で
あ
る
が
、
内
藤
湖
南
は
『
支
那
上
古
史
』
の
な
か
で
、
中
国
で
は
天
下
の
局
面
は
古
来
よ
り
東
西
に
分
か
れ
て
い

た
、
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
形
勢
は
常
に
黄
河
の
流
域
に
お
い
て
東
西
に
分
か
れ
、
南
北
に
分
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
南
方
の
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文
化
が
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
南
北
の
争
い
と
な
っ
た
の
は
、
三
国
時
代
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
い
つ
も
東
西
に
分

か
れ
る
形
勢
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
を
踏
ま
え
て
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
東
西
と
南
北
の
軸
に
つ
い
て
、
中
野
美
代
子

は
、
冥
界
と
俗
界
と
の
関
連
で
興
味
深
い
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
中
国
人
は
古
代
か
ら
南
北
軸
よ
り
も
東
西
軸
を
重
視
し
、「
西
漢
」「
東
漢
」、「
西

周
」「
東
周
」
の
如
く
、
そ
れ
が
俗
界
の
首
都
の
移
動
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。
特
に
「
西
晋
」「
東
晋
」
の
場
合
、
首
都
が
洛
陽
か
ら
南
京
に
移
動
し
て

い
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
東
西
の
軸
で
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、「
南
朝
」「
北
朝
」、「
南
宋
」「
北
宋
」
な
ど
、
南
北
の
軸
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ

は
異
民
族
に
押
し
や
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
異
民
族
と
い
う
別
の
コ
ー
ド
を
入
れ
て
は
じ
め
て
南
北
軸
と
い
う
考
え
方
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る
（
中
野
美
代
子
・
桐
本
東
太 

一
九
九
一
「
対
談
・
歩
い
て
行
く
冥
界
」『
現
代
思
想
』
一
一
月
号
）。
中
国
古
代
に
お
い
て
は
、
漢
代
に

西
域
と
の
交
通
が
開
け
て
以
降
、
西
ア
ジ
ア
か
ら
新
た
な
食
材
や
製
粉
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ど
、
東
西
の
交
流
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
六

朝
以
降
は
羊
肉
の
消
費
や
胡
牀
の
導
入
な
ど
、
北
方
民
族
の
影
響
を
多
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
の
内
部
に
お
い
て
も
南
北
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
仮
説
は
傾
聴
に
値
し
よ
う
。

（
16
）�

南
北
軸
と
東
西
軸
の
関
係
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
中
国
食
事
文
化
の
研
究
―
食
を
め
ぐ
る
家
族
と
社
会
の
歴
史
人
類
学
』
の
第
二
章
「
食
事
方
法
の
歴
史

的
変
遷
」、
第
三
章
「
宋
～
明
代
の
宴
会
儀
礼
」、
第
四
章
「
清
代
～
中
華
民
国
期
の
宴
会
儀
礼
」
に
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
17
）�

朱
恵
良 

一
九
八
六
『
中
国
人
的
生
活
』
幼
獅
文
化
事
業
公
司
（
台
湾
）（
筒
井
茂
徳
・
蔡
敦
達
共
訳 

一
九
九
四
『
中
国
人
の
生
活
と
文
化
』
二
玄
社
）

（
18
）�W

u, H
ung （

巫
鴻
）1996 T

he D
ouble Screen: M

edium
 and R

epresentation in Chinese Painting, Reaktion Books （
中
野
美
代
子
・
中
島

建
訳 

二
〇
〇
四
『
屏
風
の
な
か
の
壺
中
天
―
中
国
重
屏
図
の
た
く
ら
み
』
青
土
社
）

（
19
）�

鴻
門
の
会
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
も
『
史
記
列
伝
抄
』（
二
〇
一
一 

岩
波
書
店
、『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
五
巻 

所
収
）
の
中
の
「
身
ぶ
り
と
文
学
」
の

中
で
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
名
場
面
は
、講
釈
師
が
聴
衆
の
前
で
実
際
に
坐
る
動
作
を
見
せ
な
が
ら
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

文
章
の
読
解
を
進
め
て
い
る
。『
史
記
』
に
お
い
て
は
往
々
に
し
て
「
坐
定
」
と
い
う
言
葉
で
宴
会
の
場
を
描
写
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
誰

が
ど
こ
に
坐
る
か
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
鴻
門
の
会
で
も
、「
項
王
項
伯
東
嚮
坐
」
と
項
羽
か
ら
ま
ず
上
席
に
着
い
て
い
る
。
な
お
宮
崎
は
、
鴻
門

の
会
の
登
場
人
物
は
、
何
か
に
腰
を
か
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
日
本
式
に
正
座
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
幕
内
に
入
っ
て
き
た

樊
噲
に
対
し
て
誰
何
す
る
際
、「
項
王
按
剣
而
跽
」
の
動
作
を
と
る
が
、「
跽
」
は
跪
い
た
と
い
う
よ
り
、
坐
っ
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
り
か
け
る
動
作
で

あ
る
か
ら
だ
、
と
し
て
い
る
。
皆
が
席
に
平
座
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
傲
慢
な
項
羽
の
こ
と
だ
か
ら
、
沛
公
の
前
で
お
尻
を
つ
け
る
踞
の
姿

勢
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
踞
の
姿
勢
で
あ
っ
て
も
、
立
ち
上
が
る
際
に
一
旦
、
跪
の
姿
勢
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。

（
20
）�

マ
カ
ー
ト
ニ
ー
著
・
坂
野
正
高
訳 

一
九
七
五
『
中
国
訪
問
使
節
団
日
記
』（
平
凡
社
）
の
一
七
九
三
年
九
月
一
四
日
の
条
に
み
え
る
。　
　

（
21
）�

朴
跡
源
著　

今
村
与
志
雄
訳 

一
九
七
八
『
熱
河
日
記
』（
１
・
２
）
平
凡
社
『
東
洋
文
庫
』。
白
幕
の
記
述
は
（
２
）
の
「
太
学
留
館
録
」（
九
一
頁
）
に

み
え
る
。



97

幕の小宇宙―古代中国における幕の誕生と展開　西澤　治彦

（
22
）�『
清
俗
紀
聞
』
は
、
日
本
が
鎖
国
を
し
て
い
た
時
代
、
海
外
へ
の
唯
一
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
に
お
い
て
、
寛
政
年
間
（
一
七
九
〇
年
代
）
に
長
崎
奉
行

を
勤
め
た
中
川
忠
英
が
監
修
者
と
な
り
、
近
藤
重
蔵
ら
海
外
事
情
調
査
に
長
け
た
幕
吏
が
長
崎
の
唐
通
事
（
中
国
語
通
訳
官
）
を
動
員
し
て
、
長
崎
に
渡

来
し
た
清
国
人
か
ら
清
国
の
風
俗
習
慣
を
問
い
た
だ
し
、
具
体
的
な
絵
図
を
つ
く
り
和
漢
混
淆
文
で
解
説
し
た
調
査
記
録
で
あ
る
。
記
録
さ
れ
て
い
る
の

は
、
清
朝
の
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
―
一
七
九
五
）
ご
ろ
の
福
建
・
浙
江
・
江
蘇
地
方
の
風
俗
習
慣
文
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
翻
刻
が
平
凡
社

の
「
東
洋
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
入
手
し
た
の
は
、
内
閣
文
庫
（
現
国
立
公
文
書
館
）
所
蔵
の
刊
本
（
手
彩
色
・
献
上
本
）
の
複
写
で

あ
る
。

（
23
）�

正
確
に
は
、
天
祖
神
社
の
本
殿
か
ら
鏡
や
調
度
品
が
運
ば
れ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
各
町
内
が
そ
れ
ぞ
れ
保
管
し
て
い
る
。
例
大
祭
の
時
期
に
な
る

と
天
幕
を
設
営
し
、
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
祭
前
日
の
夕
方
に
天
祖
神
社
の
宮
司
が
訪
れ
、「
御
神
酒
所
払
い
」
を
し
て
か
ら
、「
御
霊
」
が
渡
御
さ

れ
る
。
本
殿
か
ら
移
動
の
際
、「
御
霊
」
に
は
何
ら
か
の
被
い
が
し
て
あ
る
が
、
現
在
は
車
で
運
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
24
）�

中
西
正
幸
の
「
伊
勢
の
式
年
遷
宮
」
に
よ
る
と
、
絹
垣
と
行
障
は
、
古
代
で
は
官
下
物
と
い
い
、
天
皇
か
ら
賜
る
物
で
あ
っ
た
が
、
中
世
以
降
は
神
宮
独

自
で
調
製
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
神
宮
で
は
、
絹
垣
と
行
障
を
作
り
あ
げ
る
工
程
を
裁
縫
と
呼
ん
で
い
た
。
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
遷
宮
の
際
に

は
、
東
宝
殿
の
下
で
、
権
禰
宜
が
絹
垣
・
行
障
を
糸
針
で
縫
い
、
支
え
棒
に
紙
縒
り
で
結
わ
え
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

�　

な
お
、
遷
御
当
日
に
大
宮
司
・
少
宮
司
・
禰
宜
以
下
が
、
新
旧
両
宮
を
御
装
束
・
神
宝
で
殿
内
を
装
飾
し
、
遷
御
の
諸
準
備
を
整
え
る
。
飾
り
付
け
る

順
序
は
、ま
ず
「
御
幌
」
と
い
う
カ
ー
テ
ン
状
の
物
を
出
入
り
口
に
吊
る
し
、内
部
に
神
座
を
組
ん
で
行
く
（
こ
れ
を
御
蚊
屋
天
井
と
言
っ
た
）。
そ
し
て
、

天
井
の
裏
に
対
し
て
絹
を
張
り
、壁
を
絹
で
囲
む（
こ
れ
を
壁
代
と
言
っ
た
）。
土
の
代
わ
り
と
な
る
よ
う
な
麻
の
敷
物
を
下
に
敷
く（
こ
れ
を
土
代
と
言
っ

た
）、
と
あ
る
（
中
西
正
幸 

二
〇
一
五
「
伊
勢
の
式
年
遷
宮
」『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
一
号
）。

　

 　

�　

新
旧
両
宮
の
内
部
の
入
口
、
天
井
裏
、
壁
を
絹
で
囲
む
こ
と
は
、
中
国
古
代
に
お
い
て
、
帳
や
屋
内
の
内
側
に
張
る
化
粧
用
の
幄
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

（
25
）�

ち
な
み
に
、「
夜
の
帳
」
は
中
国
語
で
は
「
夜
幕
」
と
言
い
、「
夜
の
帳
が
降
り
る
」
は
「
夜
幕
降
臨
」
と
表
現
す
る
。
暗
闇
は
天
か
ら
降
り
て
く
る
と
認

識
す
れ
ば
、
周
囲
に
張
ら
れ
る
「
帳
」
で
は
な
く
、
上
か
ら
覆
う
意
味
の
「
幕
」
の
字
を
用
い
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

（
26
）�

桜
井
啓
子 

二
〇
一
二
「
ヴ
ェ
イ
ル
・
長
衣
・
帳
（
と
ば
り
）：
現
代
イ
ラ
ン
の
公
的
空
間
と
女
性
」『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』vol.4

（
27
）�

女
性
を
覆
い
隠
す
と
い
う
行
為
で
言
え
ば
、
中
国
に
お
い
て
、
婚
礼
に
お
い
て
清
末
民
初
ぐ
ら
い
ま
で
使
わ
れ
た
「
花ホ

ア
ジ
ア
オ轎」

が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
は
花

嫁
が
実
家
か
ら
嫁
ぎ
先
ま
で
移
動
す
る
際
に
乗
る
籠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
花
嫁
は
こ
の
際
、
紅
い
布
を
頭
か
ら
被
り
顔
を
覆
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（「
蓋

頭
」）。
新
郎
宅
に
到
着
し
、「
拝
堂
」（
天
地
の
神
に
叩
頭
）
の
後
、
夫
婦
が
儀
礼
的
に
寝
室
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
（「
入
洞
房
」）、
新
郎
が
こ
の
布
を
取

り
（「
掲
蓋
頭
」）、
両
者
が
初
め
て
対
面
す
る
。
な
お
、「
抬ダ

イ
ホ
ア
ジ
ア
オ

花
轎
」（
新
婦
を
花ホ
ア
ジ
ア
オ轎に
乗
せ
て
嫁
ぎ
先
ま
で
運
ぶ
）
か
ら
「
掲
蓋
頭
」
ま
で
の
一
連
の
儀

礼
に
関
し
て
は
、
陳
凱
歌
監
督
の
『
黄
色
い
大
地
』（
一
九
八
四
）
に
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
張
芸
謀
監
督
の
『
紅
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』（
一
九
八
七
）

の
冒
頭
で
も
「
抬ダ

イ
ホ
ア
ジ
ア
オ

花
轎
」
の
シ
ー
ン
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
多
分
に
演
出
さ
れ
て
い
る
。




